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第 1号土墳遺物出土状況・出土土器



序

埼玉県ては多様化する県民の住宅需要に対応し、居 せない資料と言えます。特に縄文時代後期前葉の竪穴

住水準及び住環境の水準の一層の向上を図るため、総 住居跡や土堀から出土した土器群の組みあわせは、当

合的な住宅対策を進めております。 地域における指標のひとつとなるものてあり、東北地

このたび、県住宅都市部が大宮市今羽町に建設する 方との交流を知る上ても良好な資料といえます。

ことになった県営大宮今羽団地においては、良質な住 本書はこれらの成果をまとめたものてす。埋蔵文化

宅の供給により、県民の居住水準の向上に資すること 財の保護、学術研究の基礎資料として、また埋蔵文化

が期待されております。 財の普及・啓発及び教育機関の参考資料として広く活

ところて、県南部地域は他の地域と同様、多くの埋 用いただけることを願ってやみません。

蔵文化財の所在が確認されております。住宅建設予定 刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力を

地にも今詞丸山遺跡が所在しておりました。そこて関 いただきました埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

係各機関が慎重に協議を重ねてまいりましたが、当事 をはじめ、発掘調査から報告書刊行に至るまて御協力

業団が発掘調査を実施し、その記録を保存することに をいただきました埼玉県住宅都市部住宅建設課、大宮

なりました。 市教育委員会並びに地元関係者各位に深く感謝申し上

発掘調査の結果、旧石器時代、縄文時代、弥生時代、 げます。

平安時代、中・近世の遺構、遺物が発見されました。

縄文時代、弥生時代、平安時代については竪穴住居

跡が見つかっており、長い年代の折々に先人の生活の

舞台としてこの地が利用されていたことがわかってい

ます。

また、各時代の遺物は地域の歴史を考える上て欠か

平成 8年 3月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は大宮市今羽117番地 2他に所在する今羽丸

山遺跡の発掘調査報告書て‘ある。発掘調査届けに

対する通知は埼玉県教育委員会教育長からの平成

6年5月17日付け教文第 2-21号て‘ある。

2.遺跡名の略号は、 KNBてある。

3.発掘調査は県営大宮今羽団地建設に伴う事前調査

てあり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課が

調整し、埼玉県住宅都市部住宅建設課の委託によ

り、県埋蔵文化財調森事業団が実施した。

4. 発掘調査は当事業団の新星雅明、大屋道則が担当

して、平成 6年 4月1日から平成 6年 9月30日

まて実施した。整理報告書作成作業は新屋雅明が

担当し、平成 7年10月 1日から平成 8年 3月31

日まて‘‘行った。発掘調査と整理作業の組織は第 l

章に記述した。

5.遺跡の基準点測量、航空写真は新日本航空株式会

社に委託した。遺物の巻頭カラー写真、上器展開

写其は小川忠博氏に委託した。

凡例

1. X・Y座標による表示は、国家標準直角座標第

IX系に基づく座標値を示し、方位は全て座標北を

表す。

2.縮尺は遺構図、遺物出土状況図を 1: 60、

て‘示し、縄文土器実測図を 1: 5、

1 : 30 

1 : 4、拓影

図を 1: 3、弥生上器、平安時代の土器を 1: 4、

石器を 2: 3て示した。例外については挿図中に

スケールて示した。

3.全測図等に示す遺構の略号は以下のとおりてある。

---●-●-

一6.発掘調査時の遺構撮影と遺物の写真撮影は新屋、

大屋が行った。

7. 出土品の整理および図版の作成は新屋、福田聖、

小林あいが行った。本書の執筆は I-]を埼玉県

生涯学習部文化財保護課が、他を新屋が行い、 IV

-1の先土器時代の遺物について小林が、 IV-

3 • 4の弥生時代・平安時代の遺物について福田

が行った。また、

執筆した。

8.本書の編集は、資料部資料整理第 1課の新屋がお

こなった。

9.本書にかかる資料は平成 7年以降県立埋蔵文化財

センターが保管する。

10.本書の作成にあたり下記の方々から御教示、御協

力を賜った（敬称略）。

笹森紀己子

V-1を新屋、

下村克彦 田代

V-2を幅田が

ム
口

、>ィ’ 山形洋一

大宮市教育委員会

4.遺構名称の新旧は第 1表に示した。

5.以下の挿図については各々の範圃を網掛けて示し

た。

遺構平面図

縄文土器展開図

弥生上器実測図

平安時代の土器実測図

焼土

縄文施文部

赤色塗彩の部分

吸炭処理の部分

6.先t器時代、縄文時代の遺物分布図に記号を用い

た。種別はそれぞれ挿図中に示した。

住居＝SJ 士壊＝SK 溝＝SD
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I 調査の概要

1 調査に至る経過

本県ては首都圏に隣接するという地理的な関連から、

近年の人日増加には著しいものがある。特に県南地域

の増加率には急激なものがあり、市街地は急速に周辺

地域へと拡大しているのが現状て‘‘ある。急激な都市化

に付随して、様々な行政的な問題が表出しているが、

とりわけ住宅の確保についての要望が多くなっている。

こうした状況を鑑み、埼玉県ては各種の都市・土地政

策を通じて県民の要望に答えるべく迅速な対応を行っ

ているが、住宅政策もその一環として位置づけられて

しヽる。

県教育局生涯学習部文化財保護課ては、文化財保護

の観屯よりこうした公共事業開発に対して迅速且つ、

適切な調整を行う為、国や県の開発関係部局や公杜．

公団と事前協議を実施し、遺漏のないよう慎重に調整

を進めているところてある。

大宮市今羽地内て‘建設計画の立てられた大宮今羽団

地については、事業主体者て‘ある県住宅建設課が平成

4年 1月19B付住建設第1057号て‘ヽ、埋蔵文化財の所

在の有無及び取扱いついての照会があった。この為、

県文化財保護課ては対象地に於ける埋蔵文化財の所在

が不明てあったのて濯窟認調査を実施し、縄文時代の遺

物・遺構を確認した。この段階て口県文化財保護課て‘‘

は周知の埋蔵文化財包蔵地として新規に登録し、県住

宅建設課長あて次のとおり回答した。

1 事業予定地内には大宮市 N0.468遺跡が所在

する。

2 上記の埋蔵文化財包蔵地は現状保存することが

望ましいが、事業計画上やむを得ず現状を変更し

ようとする場合には、事前に当課と協議すること。

その後、文化財保護課ては住宅建設課と調整を重ね

る過程て‘‘、文化財包蔵地を計画より除外して、何とか

保存措置を講ずることがて‘‘きないか協議を行ったが、

事業の趣旨やその緊急性より記録保存の措置が適切と

の結論に至った。

発掘調査については、 （財）埼玉県埋蔵文化財調査

事業団を交えて、埼玉県住宅建設課、文化財保護課の

三者により、調査期間、調査方法、調査経費等につい

て協議を重ね、平成 6年4月1日より発撮調査を実施

することが決定された。

その後、平成 6年 4月28日に埼玉県知事より、住

建第169号て発掘届が提出され、埼玉県埋蔵文化財調

査事業団理事長より平成 6年4月1日付財埋文9号て‘‘

発掘調査届が文化庁長官あて提出され、折り返し文化

庁より平成 6年11月10日付け委保第 5-5357号て‘‘受

理通知があった。

（文化財保護課）

- 1 --



2 発掘調査・報告書作成の経過

発掘調査

平成 6年 4月1日から 9月30日まての 6か月間に

わたって、今羽丸山遺跡の発掘調査を実施した。

4月上旬。現地にて、県住宅都市部住宅建設課担当

者と当事業団担当者の打ち合わせを行う。

重機による表土の掘削を開始する。現場事務所のフ°

レハブを敷地の北側に設置することとして、これに至

る搬入路の準備や囲柵工事等の作業を実施する。これ

らに並行して、補助員の募集を行う。

4月中旬から下旬。中旬は引き続き本格的な発掘調

査に向けての準備を行う。重機による表土掘削は調査

区の東側から行い、南西側の端に残上の仮置きをする。

下旬には重機による表土掘削やプレハブの設置が完了

する。

5月。敷鉄板による搬入路の設置、発掘器材の搬入、

方眼杭の設置を行う。こうした調査の準備にめどがつ

いた中旬から補助員による発掘作業を開始する。遺構

精査から着手する。

6月。遺構精査を引き続き行う。南東部を中心に縄

文時代後期前葉の土器片の出土がある。縄文時代の住

居跡と土壊、弥生時代の住居跡など力所窟認された。遺

構の分布もおおよそ把握されたのて、、 もっとも新しい

と思われた溝から調査を開始する。弥生時代の住居跡

の調査にも着手する。

7月。調査区の南東部に主として分布する縄文時代

後期の遺構の調査に着手する。木の根が多く、その除

去を行う。また縄文時代や中。近祉の土墟の調査も実

施する。

溝や弥生時代の住居跡については平面図等の作成を

行う。 7月末には写真撮影も含めたこれらの作業が収

束に向かう。

8月。上旬には航空写真撮影を実施する。航空写真

撮影後、南西側に仮置きした表土掘削の残土を調査の

終了した東側の一部に反転し、南西側の表土掘削を行

う。この調査区南西部ては縄文時代後期の土器はあま

り散布していなかった。精査を行い、溝の続きを確認

し、調査を行った。

また、調査区西端のE2、F2グリッドにおいて平

安時代の住居跡を確認し、調査を行った。

溝と平安時代の住居跡の調査に並行して、先土器時

代の調査に着手する。ソフトローム中に石器集中が認

められた。ハードローム層も調査を行ったが、石器集

中の検出には至らなかった。 D3・4グリッド周辺、

F 4 • G 4グリッド周辺のソフトローム中において石

器集中が検出された。これらの石器集中の平面分布図

の作成、土層断面図の作成を行う。

9月。引き続き先土器時代の調査を行う。中旬に発

掘作業が終了する。下旬には発掘器材の搬出、事務所

等の設備の撒去を行い、発掘調査事業の全行程を終了

する。

整理作業

平成 7年10月 1日から平成 8年 3月31日の 6か月

間にわたって実施した。

10月、出土遺物の水洗い・注記・接合作業を行った。

同時に発掘調査て‘‘作成した平面図、断面図、全体図等

の図面類、遺構の写真類の整理を行った。

11月、遺構の第 2原図の作成を行い、一部はトレ

ースに着手した。遺物は接合・復元を行った後、分類

して拓本、実測作業を行った。

12月、遺構図の版組作業、遺物のトレース作業、

遺物の写真撮影を行った。また原稿の執筆も行った。

1月から 3月は遺物実測図の版組、写真図版作成を

行った。これに並行して、原稿執筆・割付の作成を行

った。入稿後校正作業を行い、平成 8年 3月に報告書

を刊行した。

—- 2 -



3 発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成 6年度） (2整理事業（平成 7年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副理事長 富田真也 副理事長 富田真也

専務理事 栃原嗣雄 専務理事 吉川國男

常務理事 常務理事
兼管理部長 加藤敏昭 兼管理部長 新井秀直

珂！ 事 理 事
兼調宜部長 小川良祐 兼調査部長 小川良祐

仁目な 理 部 竿呂 理 部

庶務課長 及川孝之 庶務課長 及川孝之

主 木旦 市川有三 主 木旦 市川有三

主 事 長滝美智子 主 任 長滝美智子

主 事 菊池 久 主 事 菊池 久

専門調査員
: 

門調査員
兼経理課長 関野栄 経理課長 関野栄

主 任 江田和美 主 任 江田和美

主 事 幅田昭美 主 任 幅田昭芙

主 事 腰塚雄― 主 任 腰塚雄―

調 木旦 部 資 料 部

調査部副部長 高橋 夫 資料部長 塩野 博

調査第二課長 大和 修 主 幹

主任調査員 新屋雅明 塁資料部副部長
資料整理第一課長 谷井 彪

調 査 ー昌，、 大屋道則 主任調査員 新屋雅明
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II 立地と珊境

今羽丸山遺跡は大宮市北部の今羽町に所在する遺跡

てある。大宮駅から約4.8kmの位置にある埼玉新都

市交通今羽駅の北北東500mの位置にある。

発掘前の調査区の現状は山林て‘‘あり、遺跡の周辺に

は畑地が広がっている。この地域は従米、近郊農村地

域て‘あったが、昭和58年の埼玉新都市交通開通後は

住宅建設などが進行しており、現在ては市街地へと変

貌しつつある。

今羽丸山遺跡の立地する大宮台地は埼玉県の東部を

占めており、中川低地によって下総台地と隔てられて

いる。また、大宮台地の西側は荒川低地によって武蔵

野台地と隔てられた位置にある（第 1図）。

台地の中には元荒川や綾瀬川、芝川、鴨川などの中

小河川が台地を開析しており、大宮台地は 6つの支台

に分かれている。今羽丸山遺跡は狭義の大宮台地（大

宮主台）北東縁部に位置しており、芝川の谷の対岸に

は大和田片柳支台がある。

遺跡の規模は南北約200m、東西約120mほどて‘‘、

標高13m前後のローム台地上に立地している。沖積

地との比高差は 2~3mて‘‘ある。遺跡の東側は芝川

第1図埼王の地形

尉冒璽讐[J[J 
山地 凹地 丘陵 台地低地

の谷が南北に延び、調査区の南東部はこぺ緩く東へ傾

斜している。北側は東西方向に小支谷が入り込んてお

り、調査区北側はこの小支谷に続く斜面となっている。

今回の調査区の南側に隣接する部分を平成 5年に大

宮市教委員会が調査を行っている（第 3図）。市教育

委員会の調査ては縄文時代後期の土器片の他、中世か

ら近世にかけての遺構が見つかっており、陶磁器、板

石塔婆などが発見されている。

遺跡の東側には中世の板石塔婆11基が現存する浄

土宗真幅寺がある。市教育委員会の調査結果から、

「かっての真櫂寺の領域は現在よりも大きかったと推

定」（田代小川1995) されている。

周辺には各時代の遺跡が分布している（第2図）。

当遺跡の北東約1.3kmには吉野原遺跡（2）がある

（大宮市1968)。先土器時代の尖頭器、礫器、掻器、

剥片が出土している。また弥生時代後期の集落跡とし

て知られている。

対岸の大和田片柳支台には大宮市から上尾市域にか

けて多くの遺跡が分布している（第 2図3~9)。

三番耕地遺跡(3)は先土器時代から近世の遺物が出

20km 
1 999•一， I
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第 2図 周辺の遺跡

陛 1自衛隊入＇呂
9, •ー・！＇

----~-＿一L. ． II 0 1Km 

1今羽丸山遺跡

8東北原遺跡

15大和田本村遺跡

2吉野原遺跡

9高台山遺跡

3 三番耕地遺跡

10土呂東遺跡

16寿能泥炭層遺跡

4 宿前II]遺跡

11土呂陣屋跡

17 B-101号遺跡

5秩父山遺跡

18西谷裏遺跡

6尾山台遺跡

12大宮公園内遺跡 13寿能城址

19日進西谷遺跡

7宿前 I遺跡

14鷲山遺跡

20上加遺跡

5
 



此ており、
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III 遺跡の概要

今羽丸山遺跡の今回の調査は遺跡の北東部分につい

て実施したものて‘あり、調査面積は4900m2てある

（第 3図）。

第4図に全体図を示した。

調査区南半については、南側の大宮市調査区につな

がるほぱ平坦な台地項部が広がっている。遺構確認面

てあるローム面の標高は調査区の南東部て最も高く

13.4mて‘‘ある。調査区の東側には切り通しの道路が

おおよそ南北に走っており、この付近からさらに東側

は芝川の谷に続く緩斜面となっている。

一方、調査区の中央から北東部にかけては、北側の

小支谷へとローム面が傾斜している。 C6グリッドて‘

第4図遺構全体図
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最も低く、標高11.6mて‘ある。

検出された遺構、遺物は先土器時代、縄文時代、弥

生時代、平安時代、中・近世の各時代にわたっている。

先土器時代の石器集中は調査区中央部付近のソフト

ローム層中から 4箇所検出されている。出土石器には

ナイフ形石器、尖頭器、掻・削器、石核、剥片があり、

黒曜石の徴細な砕片が多く見つかっている。

縄文時代の退物は調査区の南東部、 H • I区の 7.

8列近辺に縄文時代後期前葉の土器片が分布していた。

遺構も南東部にまとまっている。住居跡 2軒と土横

11基が見つかっている。

住居跡は張り出し部を有する形態て‘ある。後期前葉

の所産て‘‘ある。土堀は出土遺物が少ないものも含んて‘

いるが、おおむね当期の所産とみなされる。上横のう

ち第 1号土壊ては後期前葉の土器 2個体を合む資料が

出土している。遺構外出土の土器は後期前葉の所産が

主体て‘あり、早期～中期、後期中葉の土器が少鼠出土

している。また、石器が少量出土している。

第 1表遺構一覧

名称 記号 旧記号 時期

住居跡

第1号住居跡 SJ 1 SJ 2 縄文時代

第2号住届跡 SJ2 SJ 3 II 

第3号住居跡 SJ 3 SJ 1 弥生時代

第4号住居跡 SJ4 SJ 4 平安時代

土墟

第1号土墟 skl SK2 縄文時代

第2号土猥 SK2 SJ 3 P 1 II 

第3号土堀 SK3 SJ3P4 I! 

第4号土壊 SK4 SK12 II 

第5号土漿 SK5 SK20 II 

第6号土堀 SK6 SK22 II 

第7局土堀 SK7 SK23 ” 第8号土壊 sk8 SK18 
＂ 第9号土城 SK9 SK4 II 

第10号t渡 SKlO SK5 II 

第11号土墟 SKll S Kl9 I! 

第12号上墟 SK12 S K21 中・近骨

第13号：い廣 SK13 S Kl7 I! 

弥生時代の住居跡は F8・9、G8・9グリッドか

ら見つかっている。楕円の平面形の住居跡てあり、台

付甕、壺、高坪などが出土している。この住居跡以外

に当期の遺構は認められなかった。

平安時代の住居跡は E2、F2グリッドから見つか

っている。長方形の住居跡て‘ある。甕、杯、支脚、砥

石が出土している。

中・近棋の遺構として、溝3条、土堀18基が見つか

っている。溝は南北と東西方向に延びている。第 1号

溝は大宮市調査（田代 小川1995)の第 1号溝につな

がる遺構と思われる。遺構内からの出土遺物にとぼし

く、溝、土漿の時期を限定することがてきない。大宮

市調査区においては中。近憔の陶磁器、かわらけ、板

石塔婆などが包合層から出土しているが、今回の調査

区においては中。近世の遺構外の遺物は皆無て‘あった。

次章より、時期毎に報告を行う。調査時の遺構番号

は報告にあたって、第 1表のとおりに名称をふりなお

した。

名称 記号 旧記号 時期

第14号t堀 SK14 SK29 中・近祉

第15号土堀 SK15 SK25 JI 

第16号土壊 SK15 SK26 ” 
第17号土墟 SK17 SK28 ” 
第18号土墟 SK18 SK27 II 

第19号t墟 SK19 SK16 ” 
第20号t堀 SK20 SK13 ” 
第21号上漿 SK21 SK14 ” 
第22号上堀 SK22 SK15 ” 
第23号上墟 SK23 SK9 ” 
第24号土壊 SK24 SK3 II 

第25号士壊 SK25 skl JI 

第26号士堀 SK26 SK6 ” 
第27号上堀 SK27 SK8 ” 
第28号土壊 SK28 SK7 ” 
第29号上墟 SK29 SKlO II 

溝

第1号溝 SD 1 SDl 中。近世

第2号溝 SD2 SD2 ” 
第3号溝 SD3 SD3 ” 
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IV 遺構と遺物

1 先土器時代

(1)概略

先土器時代の調査は第5図のように実施し、石器集

中4箇所が発見された。いずれもソフトローム（第 6

図 2層）からの出土てある。より下層についても調査

を実施したが、出土遺物はなかった。

また、グリッド 5列以東てはE5グリッドにおいて

ナイフ形石器が単独出土した以外には石器の出土はな

かった。

石器集中 1~ 3はD3・4グリッドを中心に見つか

っている。これらは15mの範囲の中に隣接している。

石器の分布に濃淡があり、中心的部分が見られること

から 3つのまとまりとして捉えた（第 7図）。石器集

中4はF・G4グリッドにおいて見つかっている。

出土石器にはナイフ形石器、尖頭器、掻・削器、石

核、剥片、砕片などがあり、石材は黒曜石を主体とし

てチャートを少量含んて‘、いる。

第 5図先土器時代の調査

ーロ 3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

c
 

冒
＋ 

D 

冒 冒

言
＋ 

E 

冒

十 -1- ロ lie 
m 

F 

2層

冒 7層上面

＋ ＋ ＋ 

G lOm 

- 9 



(2)層位

当遺跡のローム層序を第 6図に示した。 A-A'の

土層断面図は調査時の図面を反転して掲載した。

B-B'の断面に見るように、調査区の中央部から

北側に向かって台地は傾斜しており、台地項部て‘7層

に分層することがてきた層序は北側て‘‘減少する傾向に

ある。

B B'の最も北側ては第 6層まて‘ソフト化が及ん

て‘‘いる。また、台地項部てはソフトロームが厚くなる

傾向があった。第 5層がいわゆる第 2黒色帯に相当す

る層位と考えられ、第 1黒色幣はソフト化の影響か識

別し得なかった。

ローム層序は 1~ 7層に分かれる。内容は以下のと

おりてある。

1層は暗黒褐色のローム漸移層（10YR4/3)てある。

2層は黄褐色のソフトローム層（10YR4/6)てある。

上部の色調は黄褐色て‘‘、ハードロームに貰入する部

位ては同ブロックを含み、色調も暗褐色がかっている。

3層以下はハードロームてある。 3層は褐色ローム

(10YR4/4)てある。径0.5mm以下の微小な白色粒

第 6図土層断面図

子を含む。径0.5mm程度の燈色スコリアをわずかに

含む。

4層は褐色～暗褐色ローム (10YR4/3)てある。 5

層より色調は明る＜、部分的にソフトローム、褐色の

ロームが混在する。下部にやや多く径0.5mm程度の

燈色スコリアを含む。黒色のスコリアをわずかに含む。

5層は暗褐色ローム（10YR2/2)てある。黒色帯に

相当する。上部を中心に燈色のスコリアを合む。黒色

スコリアをわずかに含む。

6層は黄褐色ローム (10YR6/8)てある。燈色、黒

色スコリアをわずかに合む。 7層 (10YR5/8)は暗褐

色ロームてある。

遺物の出土層位は 2層て‘ある。

(3)石器集中

石器集中 1 （第 8図）

C 3 • 4、D3・4グリッドに位置する。南北6m、

東西10mの範囲に比較的密に分布している。グリッ

ド表示杭付近が分布の中心になっている。

遺物の垂直位置は標高13.lm~13.2mに分布し、

全体の分布はほぱ水平てある。

』

93m 

三□：三□誓に

□三□□／

nm-

丘

B
一
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総数93点が出土しており、黒曜石87点、チャート 6

点てある。

石器の内訳は尖頭器 4点、掻・削器 2点、剥片 6点、

砕片81点て‘ある。

尖頭器、掻・削器、剖片は黒曜石て‘ある。砕片のう

ち、黒曜石は75点、チャートは 6点てある。出土し

た総数のうち 8割が黒曜石の砕片てあり、徴小なもの

が多い。

第 7図遺 物 分 布 図

3
 

4
 

5
 

石器集中 1． 
．．．．  

.. g.:•. •.. • ”_•., ・:,. 
• "i :・ 
..-.. : 

D
 

．． ．． 
..i..:ぐ• 3 

｀ ：；・ :送茫•:·.
：：·~9．曰• •. ． 

石器集中 2

＋
 

＋
 

石器集中 3 口
＋ ＋

 
＋
 

E
 

＋ 十 ＋
 

F
 

石器集中 4

＋．． ＋ 

G
 

.. : 
1D m 

―-11 



第 8図 石器集中 1
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石器集中 2 （第 9図）

石器集中 1の南側、 D3・4グリッドに位置する。

直径 3mの円内に密度の高い中心的な分布があり、

その周縁にはまばらに分布している。

遺物の垂直位置はほば13.lm~13.2mに分布して

しヽる。

全体として乖直分布はレンズ状をなしており、ほぼ

水平てある。

総数171点が出土している。内訳はナイフ形石器 2

点、尖頭器 1点、掻・削器 1点、剥片 7点、砕片160

点てある。

ナイフ形石器、尖頭器、掻。削器のtoolは分布の

西側に偏っている。

石材はナイフ形石器のうち l点がチャートて、これ

以外の170点は黒曜石てある。総数の 9割以上が黒曜

石の砕片てある。微小なものが多い。

石器集中 3 （第10図）

D4グリッドに位置する。石器の数は少なく、散漫

な分布て‘‘ある。

総数は 9点て‘内訳は剥片 1点、砕片 8点て‘ある。石

材は黒曜石が6点、チャートが2点てある。

石器集中 4 （第11図）

F・G4グリッドに位置する。石器集中 l~3とは

約20m南に離れた位置にある。

南北10m、東西 6mの範囲に分布する。分布の中

心はなく、比較的散漫な分布を示している。

遺物の垂直位置は標高12.9mから 13.4mの範圃に

分布している。全体の分布は南側にきわめて緩やかに

傾いている。

総数29点が出土している。内訳はナイフ形石器 1点、

尖頭器 2点、石核 1点、剥片 3点、砕片22点て‘ある。

石材は総数29点のうち黒曜石が25点、チャートが4

点て‘‘ある。ナイフ形石器、剥片の各 1点、砕片の 2点

がチャートて‘ある。

チャート製のナイフ形石器についてはこれ以外の石

器と比べ古い様相を示しているが、垂直分布ては区別

し得なかった（第11図）。

- 13 

単独

E5グリッドから遺構確認時に黒曜石製のナイフ形

石器 1点（第13図8)が出土した。

(4) 出土石器

本遺跡から出土した石器総数は212点てある。

第12図 2~5 • 8は石器集中 1、第12図 l。6• 7 • 

9 ・10は石器集中 2、第12図11は石器集中 3、第13図

l~ 7は石器集中 4、第13図8は単独出土て‘‘ある。

第12図 1は尖頭器てある。柳葉形てある。正面は

上方向からの剥離に続き、反対方向からの判離が行わ

れている。両側縁中央部に原石面を残している。先端

部・基部を中心に整形剥離が行われている。t要剥離

面は加工が行われていない。石材は黒曜石て‘‘ある。

第12図 2は尖頭器てある。先端部を若干欠捐して

いる。左右非対称形て‘‘ある。周縁部は比較的粗い剥離

が行われた後、緻密な剥離が行われている。主要剥離

面は、打留痕によって張り出している。石材は透明な

黒曜石てある。

第12図 3は尖頭器てある。先端部は両側縁からの

整形剥離によって尖っている。基部は裏面の剥離によ

り整形されている。石材は黒曜石て‘ある。

第12図 4は尖頭器てある。裏面には平坦剥離が行

われている。正面は裏面同様に周縁部から整形剥離が

行われているが、右下端部の剥離によって、現存の長

径になっている。石材は黒曜石てはあるが、ほかの黒

曜石とは違い、黒色に荼色が縞状に混じるものてある。

第12図 5は尖頭器て‘‘ある。ほかの尖頭器と違い先

端部が尖っていない。整形は両面周縁部の細かい剥離

によって行われている。石材は黒曜石て‘‘ある。

第12図 6はナイフ形石器て‘‘ある。先端。基部は大

きく欠損している。縦長剥片を使用している。刃部は

左刃てある。基部には緻布な剥離が行われている。石

材は非常に透明度の高い黒曜石てある。

第12図 7はナイフ形石器て‘‘ある。本遺跡て最も小

形てある。打面を残した横長剥片を使用している。刃

部は右刃てある。背縁上部は切断した後、側縁部から

の徽細な刃つぶしの剖離が行われている。石材は乳白



第 9図 石器集中 2
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第11図 石器集中 4
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第12図 出土石器（石器集中 1~3)
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色のチャートてある。

第12図 8は掻・削器てある。原石面を大きく残し

ている。刃部は大きく泉lj離した後、同方向からの緻密

な剥離により製作されている。石材は非常に透明度の

高い黒曜石て‘ある。

第12図 9は刃部の様子から、掻・削器と思われる。

欠損により、大きさは解らない。刃部は粗い剖離が行

われた後、徴細な剥離が行われている。石材は黒曜石

て‘ある。

第12図10は泉ll片てある。打面は折断によって欠損

している。非常に薄い縦長剥片てある。石材は淡黒色

て‘‘非常に透明度の高い黒曜石て‘‘ある。

第12図11は剖片て‘ある。打面は残っている。石材

は透明度の高い黒曜石て‘‘ある。
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第13図 出土石器（石器集中 4・単独）
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第13図 1は尖頭器て‘‘ある。先端部を大きく欠損し

ている。折断面・側縁部の状況から、未成品と思われ

る。左側縁部に原石面が残っている。正面は左基部及

び右側縁と偏った方向から剥離が行われている。裏面

には平坦剥離が行われ、凸レンズ状て｀ある。石材は黒

曜石て‘‘ある。

第13図 2は尖頭器てある。第13図 1の尖頭器と対

照的に非常に小形てある。横長剥片を使用している。

正面は、左側縁部からの剥離の後、両側縁部に緻密な

急角度の剥離が行われている。 そのため、外形が少々

鋸歯状を呈する。裏面は打留痕の除去を目的とする剥

離が行われている。石材は非常に透明度の高い黒曜石

てある。

第13図3はナイフ形石器てある。先端を若干欠損

している。やや右に傾く上位方向からの縦長剥片を使

用している。刃部は左刃てある。背縁は、先端から基

端まて‘‘比較的粗い急角度の剥離を行った後、背縁中央

部分に徽細な泉lj離が行われている。石材はチョコレー

ト色のチャートて‘ある。

第13図 4• 5は剥片て｀ある。石材は黒曜石て‘ある。

第13図 6は剥片てある。石材はチョコレート色の

チャートてある。第13図3と同一母岩と思われる。

第13図7は石核てある。原石面を大きく残している。

作業面は正面に限定されている。石材は黒曜石て‘ある。

第13図 8はナイフ形石器てある。やや左に傾く上

位方向からの縦長剥片を使用している。刃部は右刃て‘

ある。左側縁は折断によって急角度な背縁が形成され

ている。先端部は折断面を正面から剥離することて‘尖

らせている。石材は黒曜石て‘ある。
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第 2表 出土石器一覧

番号 グリッド 北ー南(cm) 西ー東(cm)標高(m) 器種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重贔(g) 石質 石器集中 図版 備考

1 C3 923 890 13.17 砕片 0,65 0 42 0 04 0.03 黒曜石 1 

2 C3 958 993 13.12 砕片 0.78 0.58 0 10 0.05 黒曜石 1 

3 C3 956 952 13 12 砕片 0 90 0 34 0.10 0 04 黒曜石 1 

6 C3 102 780 13.10 剥片 2 12 2 85 0 76 2.75 黒曜石 1 

7 C3 127 706 13.12 尖頭器 3 49 3.61 0 74 10 86 黒曜石 1 第12図4， C3 125 518 13 00 砕片 1.14 0 81 0.11 0 08 黒曜石 1 

3 C4 967 250 13.13 砕片 0 80 1 09 0 07 0 06 黒躍石 1 

4 C4 982 160 13 13 砕片 0.81 0 91 0.29 0 16 黒曜石 1 

5 C4 977 130 13.18 砕片 0 51 0.51 0 06 0.02 黒曜石 1 

6 C4 982 120 13 15 剥片 1 66 2 47 0 19 0 70 黒曜石 1 

7 C4 875 82 13.12 砕片 0.69 1.06 0.12 0.06 黒曜石 1 

8 C4 888 50 13.14 砕片 0 88 1 37 0 14 0.09 黒曜石 1 ， C4 992 76 13.12 砕片 0.66 0 22 0.05 0.04 黒曜石 1 

10 C4 988 23 13.16 剥片 1 01 1. 92 0 39 0 56 黒曜石 1 

11 C4 140 75 13 07 砕片 0 78 0.91 0.11 0 04 黒曜石 1 

12 C4 100 213 13 14 砕片 0.38 0.25 0 05 0.01 黒曜石 1 

14 C4 33 348 13.20 砕片 0 48 0.56 0 06 0.03 黒曜石 1 

1 D3 110 711 13 12 剥片 1 52 1.12 0 31 0.43 黒曜石 1 

2 D3 212 692 13.08 砕片 1 64 0 95 0 26 0 31 黒曜石 1 

4 D3 635 852 13 22 砕片 0.75 0.25 0.03 0 02 黒曜石 2 

6 D3 618 793 13.21 砕片 0.75 0.50 0 07 0 05 黒曜石 2 

7 D3 678 790 13 19 砕片 1.29 0 59 0.06 0.06 黒曜石 2 

8 D3 635 742 13.19 砕片 1.58 0 58 0 11 0.09 黒曜石 2 ， D3 734 600 13.12 ナイフ形石器 2 00 1.19 0 30 0.76 黒曜石 2 第12図6

10 D3 180 997 13.21 砕片 1.51 0 72 0.12 0.19 黒曜石 1 

11 D3 152 977 13 22 砕片 0.52 0.42 0.07 0 02 黒曜石 1 

12 D3 118 973 13.21 砕片 1.02 0 93 0 09 0.06 黒曜石 1 

13 D3 85 989 13.20 砕片 0.94 0 48 0.06 0 04 黒躍石 1 

14 D3 76 956 13.13 砕片 1.29 1.29 0.23 0.38 黒曜石 1 

15 D3 64 973 13 21 砕片 0.40 0.31 0.02 0 01 黒曜石 1 

16 D3 26 968 13.15 砕片 1.52 1.24 0.15 0 24 黒曜石 1 

17 D3 ， 986 13.19 砕片 1 42 1 14 0 08 0.15 黒曜石 1 

18 D3 32 894 13.12 剥片 1. 97 0.86 0.37 0.49 黒曜石 1 

19 D3 50 856 12.98 砕片 0.78 0 52 0 07 0 04 黒曜石 1 

20 D3 38 978 13.10 砕片 0.99 0.57 0.08 0.05 黒曜石 1 

21 D3 45 969 13 10 剥片 1. 98 0.97 0 37 0 37 黒曜石 1 

22 D3 65 995 13.12 砕片 0 81 1 14 0.09 0.08 黒曜石 1 

23 D3 79 995 13.12 砕片 0 98 0 66 0 22 0.07 黒曜石 1 

24 D3 77 980 13.05 砕片 1.22 1 14 0 21 0.26 黒曜石 1 

25 D3 118 962 13.06 砕片 0.65 0.98 0.05 0.03 黒曜石 1 

26 D3 142 974 13.07 尖頭器 2 28 1.25 0.33 0.83 黒曜石 1 第12図3

27 D3 110 792 13.09 砕片 0 73 0.49 0 22 0.06 黒曜石 1 

28 D3 126 882 13.07 砕片 0.70 0 79 0.17 0.04 黒曜石 1 

29 D3 174 915 13 14 砕片 0.79 0.63 0 20 0.10 黒曜石 1 

30 D3 193 870 13.11 掻・削器 2.55 3.15 0. 74 4.71 黒曜石 1 

31 D3 585 935 13.23 砕片 0 24 0.15 0.02 0.01 黒曜石 2 

32 D3 655 870 13.22 砕片 0 95 0 45 0.12 0.06 黒曜石 2 

33 D3 882 842 13.22 砕片 0.63 0 23 0.05 0.02 黒曜石 2 

34 D3 520 880 13.19 剥片 1 39 1 92 0 14 0.43 黒曜石 2 

35 D3 510 859 13 21 砕片 0 85 1 02 0.10 0.10 黒曜石 2 

36 D3 70 995 12.92 砕片 1.05 0.79 0.10 0.08 黒曜石 1 

- 18 -



番号 グリッド 北ー南 (cm) 西ー東 (cm) 標高(m) 器柿 長さ (cm) 輻（cm) 厚さ (cm) 重祉(g) 石質 石悩集中 図版 備考

37 D3 201 930 13.02 砕片 1 18 0.91 0.09 0 13 チャート 1 

38 D3 538 947 13 23 砕片 1 54 2.08 0 20 0.45 黒曜石 2 

39 D3 548 930 13 23 砕片 0 48 0.86 0 07 0 04 黙曜石 2 

41 D3 580 908 13 21 砕片 1.06 0 49 0.10 0.06 黒耀石 2 

42 D3 568 888 13.20 砕片 0 88 1 06 0 09 0.09 黒曜石 2 

43 D3 557 842 13 22 砕片 0.61 0 41 0.03 0.01 黒曜石 2 

44 D3 530 782 13 17 砕片 0 49 0.13 0 01 0.01 黒曜石 2 

46 D3 585 829 13 21 砕片 0.30 0.25 0 06 0 01 黒曜石 2 

47 D3 588 822 13 22 砕片 0.38 0 21 0 02 0 01 黒曜石 2 

48 D3 590 802 13 21 砕片 0.59 0.28 0.14 0.01 黙曜石 2 

49 D3 597 811 13 20 砕片 0.31 0 17 0.02 0 01 黒曜石 2 

50 D3 606 799 13.21 砕片 0 25 0.12 0 01 0.01 黒曜石 2 

51 D3 613 820 13.22 砕片 0.57 0.24 0 07 0 01 黒曜石 2 

52 D3 632 802 13.21 砕片 0 25 0.31 0 04 0.01 黒躍石 2 

53 D3 651 796 13 21 砕片 0 47 0.28 0 02 0 01 烹曜石 2 

54 D3 678 794 13.20 砕片 0.27 0.20 0 02 0.01 黒曜石 2 

r3r 3 D3 643 817 13.21 砕片 0 55 0.64 0.11 0 05 黒躍石 2 

56 D3 625 848 13.22 砕片 0.21 0.41 0.01 0 01 黒曜石 2 

57 D3 600 854 13.20 砕片 0 51 0.02 0 03 0.01 黒曜石 2 

58 D3 614 874 13.21 砕片 0.67 0.27 0.04 0 01 黙曜石 2 

59 D3 609 884 13 22 砕片 0 72 0.35 0 03 0 02 黒曜石 2 

60 D3 602 897 13.21 砕片 1 10 1 01 0.14 0 18 黒曜石 2 

61 D3 594 890 13.22 砕片 0 43 0 37 0.03 0 01 黒闘石 2 

62 D3 621 908 13.23 砕片 1. 93 1.83 0 20 0.46 黒曜石 2 

63 D3 612 950 13.20 砕片 1 47 1.16 0 12 0 23 黒曜石 2 

64 D3 648 917 13 22 砕片 0.52 0. 72 0.08 0.03 黒曜石 2 

66 D3 675 916 13.20 砕片 1. 79 1 29 0.33 0.58 黒曜石 2 

68 D3 479 954 13 15 砕片 0 52 0 32 0.02 0.01 黒耀石 2 

69 D3 381 919 13.18 砕片 0.38 0 34 0.04 0.01 黒躍石 1 

70 D3 592 605 13.14 砕片 1.47 0.66 0.07 0.17 黒耀石 2 

71 D3 588 604 13.14 砕片 0.71 0 42 0 07 0.03 黒耀石 2 

72 D3 646 620 13 08 砕片 1.34 0.76 0.14 0.13 黒曜石 2 

73 D3 620 620 13.09 砕片 0.65 0 40 0.05 0.02 黒曜石 2 

74 D3 666 648 13 11 砕片 0.25 0.49 0.05 0.01 黒躍石 2 

75 D3 660 652 13.13 砕片 0 65 0 75 0.08 0.06 黒耀石 2 

76 D3 646 660 13 09 砕片 0 46 0.55 0 07 0 02 黒曜石 2 

77 D3 635 696 13 14 尖頭器 4.49 1.69 0.42 2 93 黒曜石 2 第12図1

79 D3 596 706 13 12 砕片 0.72 0.15 0 07 0.01 黒曜石 2 

80 D3 606 710 13 17 掻・削器 2. 72 1. 82 0 48 2.24 黒曜石 2 第12図9

81 D3 630 718 13 13 砕片 0.75 0.89 0 10 0.07 黒曜石 2 

82 D3 638 724 13.14 砕片 0 62 0.64 0.04 0 02 黒曜石 2 

83 D3 649 730 13.18 砕片 0 98 1. 25 0 15 0 17 黒曜石 2 

84 D3 619 740 13.17 砕片 0.25 0 32 0 02 0 01 黒曜石 2 

85 D3 638 743 13.19 砕片 0 47 0.30 0.04 0 01 黒曜石 2 

86 D3 644 746 13 16 砕片 0 50 0.27 0.04 0 01 黒曜石 2 

87 D3 677 745 13.18 砕片 0 42 0.22 0 02 0 01 黒曜石 2 

88 D3 682 757 13.18 砕片 0 59 0.29 0 02 0 01 黒躍石 2 

89 D3 684 766 13.18 砕片 0 36 0.23 0 02 0 01 黒曜石 2 

90 D3 663 767 13.20 砕片 0 27 0.32 0.02 0 01 黙曜和 2 

91 D3 650 770 13 20 砕片 0 58 0.54 0 03 0 02 黒曜石 2 

92 D3 648 787 13.20 糾片 2.86 1 32 0 47 1 29 黒曜石 2 
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番号 グリッド 北ー南 (cm) 西ー東(cm)標高（m) 器種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重贔(g) 石質 石器集中 図版 備考

93 D3 654 792 13 20 砕片 1 57 0.78 0.31 0.29 黒曜石 2 

94 D3 672 786 13 12 砕片 0.54 0.74 0.05 0.03 黒躍石 2 

96 D3 650 804 13.16 砕片 0.89 0.65 0 06 0.03 黒曜石 2 

97 D3 666 812 13 15 砕片 0.56 0 46 0 03 0.02 黒曜石 2 

98 D3 695 804 13 16 砕片 0.99 0.68 0 09 0.08 黒躍石 2 

99 D3 674 836 13.14 砕片 1.18 0.59 0 10 0.08 黒曜石 2 

100 D3 684 850 13.15 砕片 0 77 0 44 0.05 0 01 黒躍石 2 

101 D3 635 824 13.19 砕片 0 29 0 57 0.02 0.01 黒曜石 2 

102 D3 664 866 13 17 砕片 0 30 0.46 0.03 0.01 黒曜石 2 

103 D3 667 878 13.18 砕片 0 76 0 48 0.29 0.10 黒曜石 2 

104 D3 646 874 13.17 砕片 0.40 0.39 0.03 0.01 黒躍石 2 

105 D3 622 850 13 22 砕片 0.54 0.55 0 05 0 01 黒曜石 2 

106 D3 612 836 13.21 砕片 0.18 0.10 0.02 0 01 黒曜石 2 

107 D3 593 829 13 20 砕片 1.63 1.45 0.48 0.66 黒曜石 2 

108 D3 600 810 13.18 砕片 0 48 0 15 0.02 0.01 黙曜石 2 

109 D3 586 788 13.18 砕片 0.31 0.28 0.03 0.01 黒曜石 2 

111 D3 514 737 13 14 砕片 0.37 0.21 0 04 0.01 黒曜石 2 

112 D3 534 803 13 17 剥片 2.37 1.25 0.18 0 60 黒曜石 2 

113 D3 540 827 13.19 砕片 0. 72 1. 03 0 13 0 10 黒曜石 2 

114 D3 552 836 13 17 砕片 0.26 0.19 0 01 0.01 黒曜石 2 

115 D3 586 833 13.19 砕片 1.30 0.49 0.04 0 05 黒曜石 2 

116 D3 570 844 13.21 砕片 0.63 0.85 0 12 0.07 黒曜石 2 

117 D3 582 857 13.18 砕片 0.93 0.92 0.09 0 11 黒曜石 2 

ll8 D3 580 870 13.22 砕片 0.50 0.41 0 10 0.02 黒曜石 2 

119 D3 612 904 13 23 砕片 1.02 1.50 0.07 0 09 黒躍石 2 

120 D3 594 910 13.20 砕片 0.72 1. 02 0 56 0.52 黒曜石 2 

121 D3 526 885 13.18 砕片 0 55 0.35 0.06 0.01 黒曜石 2 

122 D3 510 878 13.19 剥片 3 58 1. 41 0.55 1. 51 黒躍石 2 第12図10

123 D3 536 934 13.18 砕片 1.19 0 70 0.54 0 28 黒曜石 2 

124 D3 515 935 13.19 砕片 0 98 0.66 0.19 0.09 黒躍石 2 

125 D3 525 947 13 20 剥片 2.89 1.46 1 14 4 23 黒曜石 2 

126 D3 514 942 13.20 砕片 0 95 0.78 0.06 0.05 黒曜石 2 

127 D3 500 850 13.12 砕片 0 66 0 60 0.03 0.03 黒曜石 2 

128 D3 503 865 13.14 砕片 0 73 0 39 0.04 0.02 黒曜石 2 

130 D3 496 874 13.21 砕片 0 71 0 56 0.21 0.09 黒曜石 2 

132 D3 574 795 13.14 砕片 0.34 0.28 0.04 0 01 黒曜石 2 

133 D3 547 932 13.15 砕片 0.96 0.50 0.07 0.04 黒曜石 2 

134 D3 606 880 13 13 砕片 0.39 0.32 0.09 0.01 黒曜石 2 

135 D3 576 860 13.17 砕片 0 87 0.49 0.05 0.02 黒曜石 2 

136 D3 586 852 13.17 砕片 0.98 0.50 0.22 0.06 黒曜石 2 

137 D3 600 830 13 17 砕片 0.29 0.17 0 01 0.01 黒曜石 2 

138 D3 612 832 13.19 砕片 0.83 0.56 0.13 0.06 黒曜石 2 

139 D3 624 828 13 19 砕片 0. 71 0.13 0.10 0.01 黒曜石 2 

141 D3 640 828 13.16 砕片 0.42 0.32 0.03 0.01 黒曜石 2 

142 D3 624 824 13.17 砕片 0.93 0.59 0.14 0.11 黒曜石 2 

143 D3 617 827 13 20 砕片 0.47 0.36 0.02 0.01 黒曜石 2 

144 D3 590 807 13 15 砕片 0.25 0.50 0.01 0 01 黒曜石 2 

145 D3 566 800 13.09 砕片 0.66 0.25 0.02 0.01 黒耀石 2 

146 D3 565 774 13.14 砕片 0.56 0.46 0.07 0.02 黒曜石 2 

147 D3 568 770 13 15 砕片 0.51 0.23 0.11 0.01 黒曜石 2 

148 D3 617 810 13.19 砕片 0.80 1. 27 0 15 0.15 黒曜石 2 
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番号 グリッド 北ー南(cm) 西ー東(cm)標高（m) 器種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重星(g) 石質 石器集中 図版 備考

149 D3 612 786 13.18 砕片 0 31 0.15 0 03 0 01 黒曜石 2 

151 D3 606 770 13 12 砕片 0.92 0.61 0.09 0.03 黒曜石 2 

152 D3 645 784 13 19 砕片 0.68 0.57 0 04 0.01 黒曜石 2 

153 D3 658 783 13 16 砕片 0.50 0.70 0 08 0 02 黒曜石 2 

154 D3 654 770 13 18 砕片 0.75 0.57 0.09 0 03 黒曜石 2 

155 D3 659 763 13 19 砕片 0.59 0 51 0.04 0.01 黒曜石 2 

156 D3 648 770 13.19 砕片 0.31 0.39 0.02 0 01 黒曜石 2 

157 D3 645 778 13.20 砕片 0 70 0.41 0.09 0.06 黙曜石 2 

158 D3 640 780 13.20 砕片 0. 72 0.63 0.05 0 03 黒曜石 2 

159 D3 637 779 13.20 砕片 1.35 1.07 0.35 0.31 黙曜石 2 

160 D3 655 756 13 17 砕片 0.52 0.38 0.06 0.01 黒曜石 2 

161 D3 628 756 13.13 砕片 0 63 0 75 0.08 0.05 黒躍石 2 

162 D3 642 738 13.14 砕片 0.24 0 20 0.02 0 01 黒曜石 2 

163 D3 601 745 13.13 砕片 2.02 1 24 0.27 0.67 黒躍石 2 

164 D3 589 741 13.14 砕片 0.27 0.33 0.02 0.01 黒曜石 2 

166 D3 419 820 13.10 砕片 0.99 1.26 0.09 0.13 黒曜石 2 

167 D3 293 934 13 23 砕片 0 78 0 96 0 04 0.04 黒躍石 1 

168 D3 582 710 13.11 砕片 0 26 0 49 0.04 0 01 黒耀石 2 

169 D3 684 835 13.12 砕片 1 11 0 63 0.09 0.07 黒耀石 2 

170 D3 597 750 13.14 砕片 1 15 0 62 0.10 0.06 黒曜石 2 

171 D3 611 754 13.08 砕片 0 59 0.40 0.05 0.02 黒曜石 2 

172 D3 622 802 13 15 砕片 1.30 0 62 0 09 0 09 黒曜石 2 

173 D3 613 816 13.14 砕片 1 34 0 80 0 23 0 34 黒曜石 2 

174 D3 580 778 13.14 砕片 1 18 1.02 0.25 0.28 黒曜石 2 

175 D3 574 775 13.13 剥片 3 89 2 40 1.12 8.60 黒躍石 2 

176 D3 563 775 13 07 砕片 1. 41 0.61 0.18 0.16 黒躍石 2 

177 D3 540 869 13 12 砕片 0.46 0.45 0 06 0.02 黒曜石 2 

178 D3 298 834 13 14 砕片 0.65 0.47 0 11 0 02 黒曜石 1 

179 D3 286 922 13.16 砕片 2 08 0.96 0 22 0 36 チャート 1 

181 D3 642 910 13 14 砕片 1. 99 1.65 0.39 0 93 黒曜石 2 

182 D3 622 900 13.11 剥片 2.83 1.25 0.16 0.54 黒曜石 2 

183 D3 599 908 13 14 砕片 1.23 0.42 0.14 0 09 黒曜石 2 

184 D3 600 898 13.07 砕片 1.23 0.96 0 17 0 22 黒曜石 2 

185 D3 572 872 13 11 砕片 0.38 0.23 0 04 0.01 黒曜石 2 

186 D3 575 954 13 17 砕片 2.78 2.14 0 22 1.39 黒曜石 2 

187 D3 580 980 13.10 砕片 1 14 1.42 0.18 0.29 黒曜石 2 

188 D3 538 974 13.14 砕片 1.59 1 68 0.31 0.41 黒曜石 2 

189 D3 530 905 13.12 砕片 0.33 0.75 0.07 0.02 黒曜石 2 

190 D3 544 825 13.10 砕片 0.73 0.42 0.04 0 02 黒躍石 2 

191 D3 683 825 13.11 砕片 2.86 0.29 0.18 0.67 黒曜石 2 

192 D3 687 790 13.12 砕片 0 80 0 80 0.16 0.12 黒曜石 2 

193 D3 652 752 13.04 砕片 1 12 0 85 0.07 0.06 黒曜石 2 

194 D3 689 742 13.09 砕片 0.39 0.32 0.04 0.01 黒曜石 2 

195 D3 669 724 13.13 砕片 0.65 0 47 0.06 0.03 黒曜石 2 

196 D3 654 693 13.09 砕片 2 26 1. 26 0.17 0.41 黒曜石 2 

197 D3 635 710 13 11 砕片 0.76 0 26 0 21 0.06 黒耀石 2 

198 D3 619 734 13.10 砕片 0 81 0.38 0.09 0.02 黒曜石 2 

199 D3 640 654 13.04 砕片 0.37 0 23 0.02 0.01 黒曜石 2 

200 D3 677 652 13.10 砕片 0.78 0 35 0.09 0.03 黒曜石 2 

203 D3 244 957 13.15 砕片 1.53 1.01 0 23 0.33 チャート 1 

205 D3 216 906 13 16 砕片 1.88 2 29 0.69 2.16 黒躍石 1 
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番号 グリッド 北ー南（cm) 西ー東(cm)標高(m) 器種 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm) 重量(g) 石質 石器集中 図版 備考

207 D3 617 846 13.04 砕片 0 33 0.37 0.03 0 01 黒曜石 2 

208 D3 831 864 13.18 砕片 1.38 1 16 0.36 0.47 黒曜石 2 

209 D3 780 830 13.16 砕片 3.15 1.32 0 34 1 59 黒曜石 2 

210 D3 704 870 13 07 砕片 1 89 2.08 0 17 0 83 黒曜石 2 

211 D3 710 810 13.14 砕片 0.53 0. 75 0.13 0.06 黒曜石 2 

212 D3 688 787 13.03 砕片 1.34 0.91 0.08 0 13 黒躍石 2 

213 D3 683 786 13.03 砕片 1.58 0.92 0 12 0.20 黒曜石 2 

214 D3 622 896 13.05 砕片 0 51 0.61 0.10 0 03 黒曜石 2 

215 D3 403 790 13.04 ナイフ形石器 2 10 1.35 0.38 1 13 チャート 2 第12図7

216 D3 692 726 13 04 砕片 1. 98 1. 35 0.15 0.38 黒耀石 2 

217 D3 821 652 13.10 砕片 1.28 1 07 0.18 0.16 黒曜石 2 

1 D4 65 50 13 16 砕片 0.97 0.65 0 07 0 06 チャート 1 

2 D4 122 47 13.21 砕片 1 95 2.13 0.22 0 96 黒曜石 1 

3 D4 142 30 13.19 砕片 1.45 1 98 0.22 0.48 黒曜石 1 

4 D4 125 116 13 20 砕片 1. 61 0 75 0 25 0.28 黒曜石 1 

5 D4 126 128 13 16 砕片 0.52 0.75 0 12 0.06 黒曜石 1 

6 D4 74 130 13 20 砕片 2 01 2.51 0.34 1 12 黒躍石 1 

7 D4 134 142 13.12 砕片 0.40 0 62 0.06 0.01 黒曜石 1 

8 D4 94 173 13 16 砕片 0.42 0.31 0.10 0.01 黒曜石 1 ， D4 183 174 13.20 砕片 0.52 0 52 0.07 0.01 黒曜石 1 

10 D4 237 219 13 28 砕片 0 49 0.39 0 04 0.01 黒曜石 1 

11 D4 428 554 13 27 砕片 0.84 0.52 0.12 0 06 黒曜石 3 

12 D4 395 220 13 26 砕片 0 38 0.58 0.04 0.02 黒曜石 2 

13 D4 515 112 13.24 砕片 0.59 1.08 0 04 0.03 黒曜石 2 

14 D4 190 427 13 27 砕片 1. 75 1. 90 0 20 0. 72 チャート 1 

15 D4 100 550 13.23 砕片 2 72 1.28 0.20 0.64 チャート 1 

19 D4 41 159 13 11 砕片 0.39 0 22 0.02 0.01 黒曜石 1 

21 D4 46 117 13.11 砕片 0.35 0.38 0 03 0 01 黒曜石 1 

22 D4 164 14 13 13 砕片 1.47 1.88 0 20 0.45 黒曜石 1 

23 D4 125 40 13.15 砕片 1 24 1.01 0 05 0.08 黒曜石 1 

24 D4 80 112 13 08 掻・削器 2.06 3.22 1.17 10.56 黒曜石 1 第12図8

25 D4 128 118 13.08 砕片 1.24 1.33 0 20 0.34 黒曜石 1 

26 D4 66 130 13 17 砕片 0.50 0.31 0.02 0.01 黒曜石 1 

27 D4 60 128 13 19 砕片 0.60 0. 72 0.04 0.03 黒曜石 1 

28 D4 146 346 13 23 尖頭器 3 02 2.25 0.67 4.45 黒曜石 1 第12図5

29 D4 3 267 13.22 砕片 1.44 0 61 0.25 0.22 黒曜石 1 

30 D4 33 255 13.13 尖頭器 3.13 2 32 0.64 3.48 黒曜石 1 第12図2

31 D4 20 224 13.16 砕片 0.62 0.28 0 09 0.02 黒曜石 1 

32 D4 127 202 13 17 砕片 0 96 1.28 0.25 0.30 黒曜石 1 

33 D4 14 115 13 10 砕片 1 32 0.85 0 23 0.22 黒曜石 1 

34 D4 59 102 13 09 砕片 0.85 0 77 0.09 0.05 黒曜石 1 

35 D4 54 42 13.10 砕片 1.07 1.07 0.21 0 22 黒曜石 1 

36 D4 54 56 13.12 砕片 1.04 0.63 0.09 0.07 黒曜石 1 

37 D4 36 1 13.14 砕片 0 91 0.95 0 08 0.07 黒曜石 1 

38 D4 78 69 13 10 砕片 2 14 0.80 0.15 0.21 黒曜石 1 

39 D4 92 20 13 11 砕片 1.17 0 59 0.09 0.07 黒躍石 1 

40 D4 183 15 13.05 砕片 0.77 0 35 0.06 0 02 黒曜石 1 

41 D4 318 8 13 26 砕片 0.92 0 45 0.15 0 08 黒曜石 1 

43 D4 63 63 12.93 砕片 0.83 0.69 0 09 0.07 黙曜石 1 

44 D4 70 68 12.93 砕片 1.94 1.81 0.31 0.99 黒曜石 1 

45 D4 90 22 13 05 砕片 1. 34 0 02 0.15 0 23 黒曜石 1 
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番号 グリッド 北ー南 (cm) 西ー東(cm)標高 (m) 器種 長さ (cm) 幅(cm)／享さ (cm) 正絨(g) 石質 石器集中 図版 備考

46 D4 367 27 13 27 砕片 0.41 0.31 0.07 0.01 黒曜石 1 

47 D4 500 541 12.98 砕片 0 64 0.42 0.12 0.05 黒曜石 3 

48 D4 455 540 12 98 剥片 1. 87 1 52 0 62 2.40 黒曜石 3 第12図11

49 D4 76 67 12.90 砕片 1.63 0.91 0.13 0.22 黒曜石 1 

50 D4 627 7 13 20 砕片 0.79 0.30 0 03 0.01 黒曜石 2 

51 D4 433 134 13.21 砕片 1.20 1 25 0.34 0.55 黒曜石 2 

53 D4 445 422 13.19 砕片 1 33 1. 90 0.21 0.57 黒曜石 3 

56 D4 544 505 13 25 砕片 2.11 1.17 0.57 1.43 黒曜石 3 

58 D4 552 672 13.27 砕片 0 57 0.80 0.15 0.07 黒曜石 3 

60 D4 666 506 13.25 砕片 1.15 1 52 0 17 0 32 黒曜石 3 

61 D4 535 946 13 16 砕片 2.23 2.03 0.28 1.09 チャート 3 

62 D4 550 860 13 22 砕片 1.01 1.28 0 27 0.24 チャート J つ

67 D4 244 473 13.16 砕片 1.46 0.91 0.17 0 23 黒曜石 1 

69 D4 210 366 13 27 砕片 2.17 1.27 0 55 1 14 黒曜石 1 

70 D4 150 303 13.17 砕片 1. 81 1 49 0.45 0.53 黒躍石 1 

71 D4 144 232 13.18 砕片 0.55 0.50 0.06 0 02 黒躍石 1 

73 D4 56 644 13 27 砕片 1.61 0.94 0 63 0 85 黒曜石 1 

74 D4 288 264 13.14 砕片 1.09 0.78 0.13 0 10 黒曜石 l 

1 F4 550 182 13.27 砕片 0.36 0 52 0 60 0 03 黒躍石 4 

3 F4 320 486 13 28 ナイフ形石器 3.65 1.35 0 50 2.27 チャート 4 第13図3

4 F4 528 552 13.18 剥片 3.27 1 56 0.61 2 03 チャート 4 第13図6

5 F4 405 496 13 31 剥片 2.96 2.04 0.61 3 16 黒躍石 4 第13図4

6 F4 323 576 13 25 石核 3.89 4.81 1 29 26 55 黒曜石 4 第13図7

7 F4 470 142 13.22 砕片 0.65 0.82 0.20 0.10 黒曜石 4 

8 F4 478 98 13 20 砕片 0.35 0.55 0.07 0 02 黒曜石 4 

9-1 F4 701 372 13.23 砕片 1 69 0 70 0.18 0.17 チャート 4 

9-2 F4 701 372 13.23 砕片 1.18 1.00 0.13 0 17 黒曜石 4 

11 F4 832 450 13 22 砕片 1.32 0.81 0.25 0 25 チャート 4 

13-1 F4 893 88 13.18 砕片 2 10 1.35 0.27 0 49 黒曜石 4 

13-2 F4 893 88 13 18 尖頭器 2.55 1.23 0.45 1.16 黒耀石 4 第13図2

1 G4 35 63 13.20 尖頭器 4 60 2.37 0.91 10 82 黒曜石 4 第13図1

2 G4 36 94 13.18 砕片 0.37 0.23 0.05 0.01 黒躍石 4 

3 G4 254 82 13.12 砕片 0.25 0 16 0.02 0 01 黒曜石 4 

4 G4 254 87 13.11 砕片 1 43 0 75 0 10 0.10 黒曜石 4 

5 G4 270 86 13.06 砕片 1 06 0 74 0.80 0 09 黒曜石 4 

6 G4 207 148 13 14 砕片 0.57 0 51 0.04 0.02 黒曜石 4 

7 G4 279 291 12.97 砕片 0 84 0.62 0 06 0 04 黒曜石 4 

8 G4 257 304 13.13 砕片 0 78 1.01 0.04 0 05 黙曜石 4 

， G4 286 354 13.17 砕片 0.57 0.27 0.07 0.01 黒曜石 4 

10 G4 252 356 13.17 剥片 3 19 1 80 0.59 2 73 黙曜石 4 第13図5

11 G4 287 426 13 09 剥片 1 55 1 59 0.20 0 57 黒曜石 4 

12 G4 162 308 13.17 砕片 0.54 0.31 0 06 0.02 黒曜石 4 

13 G4 122 346 13.19 砕片 0 41 0.32 0.04 0 01 黒曜石 4 

14 G4 32 343 13 19 砕片 1.96 0.55 0 21 0.09 黒曜石 4 

15 G4 55 386 13.21 砕片 0.65 0.65 0 04 0.03 黒曜石 4 

16 G4 ， 324 13.22 砕片 0 63 0 97 0 05 0 03 黒曜石 4 

17 G4 273 567 12.95 砕片 1.26 0.91 0 08 0.14 黒曜石 4 

8 E5 875 974 13.33 ナイフ形石器 2 48 0.99 0 35 0 87 黒曜石 単独 第13図8

―-23 -



2 縄文時代

縄文時代の遺構、遺物は後期前葉の所産が主体を占

めており、調査区の南東部を中心に分布していた。遺

構の精査時には H • Iグリッドとその周辺を中心に

して後期前葉の土器片が分布しており、精査を重ねて、

2軒の住居跡を確認した。遺構の総数は住居跡2軒、

土壊11基てある。

遺構外からの出土遺物は早期から後期中葉の土器、

石器が見つかっている。

(1)住居跡

第 1号住居跡（第14図）

H • I 7グリッドに位置する。柄鏡形の形態をして

おり、主体部はやや不整の円形て‘‘ある。

張り出し部を含めた住居跡の全長は7.5mて‘‘、主体

部の径は5.Smてある。主軸方向は N-3T-Eて‘あ

る。他の遺構との重複関係はなかった。

深度はO.lmときわめて浅く、覆土はロームブロッ

クを多く合む、粘質の黄褐色土・暗黄褐色土て‘あった。

床面はやや軟弱て‘、堅固な部分はなかった。

張り出し部は長さ2.lm、先端の幅は1.2mてある。

柱穴は21本が見つかった。柱穴の深度は総じて浅く、

主柱を構成する柱穴が不明て‘ある。

炉跡は主軸の張り出し部寄りて見つかっている。形

態は不整の楕円形て‘‘あり、長径0.9m、短径O.Smて‘

ある。深度は0.3mて‘‘ある。

第17図 1の土器は炉跡の確認面直上において検出

されている（第14図、図版4)。第17図2の土器は炉

跡の西側、覆土中より見つかっている。

住居跡の時期は、出土遺物により縄文後期前葉に比

定される。

第 1 号住居跡出土土器（第16図•第17図）

第16図 1• 2は深鉢形土器の胴部て‘‘沈線間に縄文

を充填する。縄文は LRて‘‘ある。 3• 4は「く」の

字状に内折する深鉢形土器の日縁部て｀ある。同一個体

てある。 5は沈線間に列点を充填した深鉢形土器の胴

部て‘ある。J字状の文様が施されている。括れ部直下

24 

の部位て‘ある。

6 ~15は隆帯と隆帯に沿ってその両側に沈線を施

す深鉢形土器てある。 6~11、12と13、14と15がそ

れぞれ同一個体と思われる。

6 ~11は胴部が張り、括れ部から上部は外反気味

に立ち上がり、日縁部が「く」の字状に内折する土器

てある。隆幣の要所に点文を施す。 6• 7は口縁部て‘‘

ある。咬捷旦部に円孔を施す。沈線と刺突が要所に施さ

れる。口縁部下は無文部の多い構成をとるが突起部下

など要所にJ字状の隆帯などを施している。 9は括

れ部付近、 8 ・10・11は胴部の破片てある。横位の

区画が認められる破片はなかった。

12。13は胴部破片て隆帯の要所に点文を施す。

14 • 15も胴部の破片て‘ある。

16は点文と沈線を日縁部に施す。 17は2条一組の

沈線を施す。 18は横位と縦位の沈線を施す。猫出は

やや粗雑て‘‘ある。 19は胴部下半の破片てある。縦位

の沈線が見られる。 20は底部の破片てある。

第17図 1は平口縁の深鉢形土器てある。中位て‘‘緩

やかに括れている。底部を欠くがほば完形て‘‘ある。文

様上部の横位の区画文は 2条て‘‘施す原則を逸脱してお

り、 1条の沈線によってなされている。主文様はスペ

ード文と鉤状のモチーフが5回繰り返されており、上

下2段の構成をとらず、胴部下半は縦位の沈線を垂下

させている。沈線間には長さ 1.5cm以下の短沈線的

な列点を連続的に施す。

第17図 2は波状の深鉢形土器て‘‘ある。波状部は剥

落しており、推定てある。胴部の括れはやや強い。 1

と同様に横位の一条沈線下に主文様を描く。欠損部位

が多く、 1 / 6以下の残存度て‘‘ある。器面の遺存状

況は良くない。主文様はスペード状のモチーフが見ら

れるが、括れ部から上のモチーフは推定てある。沈線

間には連続的な列点文が施される。

当住居跡の出土土器はいずれも後期前葉に位置づけ

られる。



第14図第 1号住居跡
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第15図 第 1 号住居跡遺物分布図
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第17図 第 1号住居跡出土遺物(2)
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第18図第 2号住居跡
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第2号住居跡 第2号土塙

1 暗黄褐色土 0ーム粒子、ロームプロックを含む。 2 暗褐色土 ロームブロックを少量含む。
3 黒褐色土 3~4 cm程度の硬化したロームプロックを含む。
4 黄褐色土 ロームプロックをやや多く含む。

2m 

第 2号住居跡（第18図）

H 7 • 8グリッドに位置する。長径x短径x深さは

6. 3 X 4. 6 XO. 2mて‘ある。主軸方向は N-60°-Eて‘‘

ある。第 2• 3号土撰に切られている。炉跡、周溝は

確認されなかった。後期前葉の所産て‘‘ある。

第 2号住居跡出土土器（第19図）

いずれも後期前葉の深鉢形土器て‘‘ある。

1、2は沈線文、 3は地文縄文上に蕨手状の沈線文

と磨消部を施す。 4、5は口縁部に点列を施し、全面

に縄文を施す土器て‘、ある。 6~8も全面に縄文を施す

土器と思われる。 3• 4 • 6~ 8はLR、 6はRL

の横位施文てある。

第19図 第2号住居跡出土遺物
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(2)土痰

出土追物はいずれも後期前葉のものて‘ヽ、遺構の時期

も当期と考えられる。第 9号～第11号土堀について

は図化しうる遺物がないが、これらも覆土の共通性な

どから当期の所産と考えられる。

第 1号土壊・同出土土器（第20図、第21図）

G9グリッドに位置する。平面形は不整の円形て‘‘あ

る。径l.Om、深さ0.2mてある。壁面はほぱ垂直に

立ち上がっている。底面は平坦てある。

確認面および覆土から土器片多数が見つかった。東

第20図 土墳

側にやや多く大型破片が出土している。これらは按合

の結果、完形に近い 2個体となった。（第21図 1、2)。

この 2個体以外の破片は比較的少ない。

1と2の出土位置を同図にそれぞれ示した。平面的

な出上位置の分布が大きく 2つに分かれることはなく、

2個体は破片が混在した状況て出土している。遺物は

低面から浮いており、垂直に立っている破片はほとん

どない。こうした諸点から 2個体の埋甕が重複したも

の、あるいは 2個体を完形て‘埋めたものとは考えにく

く、破損後、土堀内に埋められた可能性が高い。
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第21図 第 1号土壕 出土状況・出土土器
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第21図 1は胴部が緩く張り、 日縁部が直立気昧に

立ち上がる形態の深鉢形土器てある。 日縁部には 2条

沈線を施す。対の点文を7箇所に配し、 その下に 3条

一組の縦位の沈線文を施す。縦位の沈線聞に横位、斜

位の沈線文を施す。横位は 2条、斜位は 3条施すのが

原則のようてある。約 3/4が残存。

2は胴部がやや強く張り、括れ部から口縁にかけて

外傾し、 日縁部が「く」の字状に内折する形態の深鉢

形土器てある。円孔、点文を施した突起を 4単位に配

す。上下に繋がる渦巻文を 5箇所に施し、

3 ~ 6は1と同類て‘‘ある。

その間を 3

条 1組の沈線文て連結する。括れ部と日縁部に沈線文、

円文を巡らせる。胴部下半を欠く。約 2/3が残存。

4は口縁部下に円形の貼

は日縁部に円文を巡らせ、体部に横位、縦位の沈線文

を施す。

認められる。縄文は 8~10が LR、11が RLてある。

第2号土猥・同出土土器（第20図、第22図）

H 8グリッドに位置する。第2号住居跡を切ってい

る。平面形は不整形て、底面は平坦て‘ある。長径x短

径x深さは0.9 XO. 8 XO. 5mてある。

第22図1~ 5が出土土器てある。

1、

る。

2は日縁部に刺突文を巡らせた深鉢形土器て‘あ

日縁部付近は横位に、体部から底部は縦位に靡か

れている。

8は地文上に沈線文、

1の体部は無文、

垂下させる。 1は約 1/2、

9 ~11は縄文のみが

2は2条］組の沈線文を

2は約 1/3が残存。

4は縦位、 5は交

付文を施す。 5、6は胴部破片て同一個体てある。 7
 

3は渦巻文を施す。縄文は LR。

差する沈線文が認められる。

第22図 第 2号土墳 出土状況・出土土器
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第 3号～第11号土壊（第20図）

第3号土墟はH8グリッドに位置する。第 2号住居

跡を切っている。平面形は不整円形て‘‘、底面は平坦て‘

ある。径l.Om、深さ 0.5mて‘ある。

第4号土壊はJ8グリッドに位固ずる。他の土墟と

はやや離れた位置にある。いわゆる袋状土墟に近い段

面形て‘ある。平面形は不整円形てゞ 、底面は平坦て‘‘ある。

径l.Om、深さ0.5mて‘ある。

第 5号～第11号土墟は第 1号住居跡の南西、

I 6 • 7グリッドから集中的に検出されている。第 5

号、第 8号、第11号土墟は I7グリッド、第 6号、

第 7号、第 9号、第10号土堀は I6グリッドて見つ

かっている。

第5号土墟の平面形は不整形て‘‘ある。長径X短径x

深さは1.2 X 1. 0 XO. 4mてある。

第6号土横の平面形は不整形て‘ある。長径x短径x

深さは0.8XO. 6XO. 2mてある。主軸方向は N-28°

-wて‘ある。

第7号土堀の平面形は不整形て‘｀ある。長径x短径x

深さは1.4 XO. 9 XO. 4mてある。主軸方向は N-14°

-Wて‘ある。

第8号土横の平面形は円形て‘‘ある。径0.7m、深さ

0.2mてある。

第9号土墟の平面形は不整の楕円形て‘‘ある。長径x

短径x深さは2.4 X 1. 7 XO. 3mてある。主軸方向は

N-20°-Wて‘ある。底面は平坦て‘ある。後期前葉の

無文の小破片が出土している。

第10号土堀の平面形は楕円形て‘ある。底面は平坦

てある。長径X短径x深さは1.6Xl. 3X0. 2mてある。

主軸方向は N-90°-Wて‘ある。

第11号土堀の平面形は円形てある。径O.Sm、深さ

O.lmてある。底面は平坦て‘‘ある。

土壊出土土器（第23図、第24図）

第 3号～第 8号土漿出土土器を第23図、第24図に

示した。第23図38は土製の蓋て‘、それ以外はいずれ

も深鉢形土器てある。

第23図 1~10は第 3号土墟出土土器て‘ある。いず

れも堀之内 1式て‘‘ある。

1 ~ 6は日縁部の破片てある。 1は波状部の破片て‘‘

ある。円孔を施す。 2は口縁部が「く」の字状に内折

する形態の深鉢形土器の日縁部て‘‘ある。 3は無文のロ

縁部破片てある。 4は円文を口縁部に巡らせる。縄文

はLR。5は口縁部に1条沈線を巡らせる。地文縄文

上に縦位の沈線を施す。縄文は LRの横位施文。 6

は無文の日縁部を 1条の沈線て‘区画し、沈線下に RL

の縄文を斜位に施文する。

7 ~10は胴部破片てある。 7、 8は沈線文、 9、

10は縄文と沈線文を施す。縄文は LRの横位施文て‘

ある。

第23図11~21は第4号土堀出土土器て‘‘ある。いずれ

も称名寺式て‘ある。

11、12は口縁部の破片て2条の沈線間に縄文を充壌

する。縄文は LR。13、14は無文の口縁部てある。 14

は口縁部が「く」の字状に内折する形態て‘‘ある。

15~20は胴部の破片て‘ある。いずれも 2条沈線間

に縄文を充填施文する。 15はRL、16はLRてある。

17~20は同一個体てある。 18、19には点列を施す縦

位の隆帯の一部が認められる。縄文は LRて‘‘ある。

21は曲線状の隆帯下に点文を施した隆帯を垂下させ

ている。縄文は LRて‘‘ある。

第23図22~31は第 5号土壊出土土器てある。称名

寺式てあろう。

22は胴部に括れを持つ形態て、、日縁部が肥厚する。

23は単純な形態の深鉢形土器て‘‘器面には擦痕状の調

墨嘩を残している。

24~30は沈線間に短沈線的な列点を施す土器てあ

る。 24、28~30は同一個体て‘ある。短沈線的な列点

は長さにばらつきがあり、施文も整然としていない。

30は胴部下半の破片て‘ヽ、沈線文のみ見られる。 25も

縦位の沈線がみられ、これに沿って複列に列点が施さ

れる。 26は文様を施文する 2条の沈線と直交する方

向に短沈線が加えられている。 7も同様な傾向があ

る。 31は胴部破片て‘‘櫛歯状工具による条線文が施さ

れる。
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第23図 土墳出土遺物(I)
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第23図32は第 6砕土堀出上土器て‘ある。沈線間に

縄文が施される。称名寺式て‘あろう。

第23図33~37、第24図は第 7号土堀出土土器てある。

いずれも堀之内 1式て‘ある。

33~36は沈線文のみが認められる上器て‘ある。 33

~34は縦位の沈線文等が施される。胴部て‘緩く張る

形態の深鉢形土器てある。 33、34は胴部の破片てある。

35は日縁部近くの破片て‘ある。 口縁部は「く」の字

状に内折し、沈線が巡る。 36は括れ部上の破片て‘‘、

3条 1組の沈線文により曲線モチーフを施す。

37は底部から日縁部まて‘‘直線的に立ち上がる形態

の深鉢形上器て‘ある。 口縁部を欠いており詳細は不明

だが、 日縁下に点列を施した隆幣を巡らせる土器て‘‘あ

る。地文縄文状に「J」字状のモチーフが施す。縄文

はLRの横位施文て‘‘ある。

38は土製の蓋てある。無文。径9cmて‘ある。

第24図 1は胴部が緩く張る形態の深鉢形土器て‘‘あ

ろう。内折する口縁部に 1条沈線を巡らせる。要所に

山形の突起を施す。体部には 2~3条の沈線を垂下さ

せている。 日縁部の 1/2が残存する。 2は深鉢形

土器の底部の破片て‘ある。

第23図39は第 8号土墟出上上器てある。突起部に

円孔、点文を施す。 LRの縄文を縦位に施している。

堀之内 1式てある。

第24図 土壊出土遺物2)

霞―-----

□ [ ＼ ＼ 

2 SK 7 

10cm 

(3)遺構外出上遺物

遺構外出土遺物として縄文時代早期から後期中葉の

土器と石器が見つかっている。土器は大きく 5群にわ

けて説明する。

第 1群土器（第25図 1~6)

縄文時代早期の土器を一括する。

1、 2は早期初頭の撚糸文系土器群て‘ある。

唇部に 2段の施文をしている。井草式て‘ある。

部破片てある。

1はロ

2は胴

3~5は早期中葉の沈線文系土器群てある。同一個

体てある。ほば直立する胴部の破片てある。横位の沈

線施文の後、斜位の沈線を施文している。三戸式てあ

ろう。

6は無文土器てある。胴部は直立気味に推移し、 日

縁部が外傾する形態て‘ある。早期中葉に伴う土器て‘あ

ろう。

第 2群土器（第25図7~12)

縄文時代前期の土器を一括する。前期後葉の諸磯式

てある。

7 ~ 9は胴部中位から口縁部にかけて外傾して立ち

上がる形態の深鉢形土器て‘ある。同一個体て‘‘ある。竹

管文による直線的な綾杉状の文様が横位に連続する。

縄文は RLてある。 10は胴部破片て‘ヽ 、爪形文を施す。

11、12は日縁部が外形する形態の深鉢形土器てある。

同一個体て‘‘ある。櫛歯による 3本単位の沈線により、

横位の沈線文、波状文が施される。縦位にも短い沈線

文を垂下させている。

第 3群土器（第27図 1、 2) 

縄文時代中期の土器を一括する。

1は勝坂式て‘ヽ、爪形文を横位、波状に施している。

2は加曽利 E式のキャリパー形の深鉢形土器て‘‘ある。

S字状の隆帯を横位に施す。 Lの撚糸文を施す。
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第 4群土器（第26図、第27図 3~38、第28図、第

29図、第30図 l~5)

後期前葉の称名寺式、堀之内式を一括する。

第26図は胴部下半から底部にかけての破片てある。

1は胴部を横位の沈線て‘‘区画し、その下に 2条 1組

の沈線により鋸歯状のモチーフを横位に 4単位に施し、

列点を施文する。

2は胴部が強く張る形態の深鉢形土器てある。曲線

的なモチーフとスペード状のモチーフを施している。

要所に点文のある円形の貼付文を施文する。

3は底部から直立気味に立ち上がり、胴部がこ→ ＜緩

く張る形態の深鉢形土器てある。地文縄文上に文様を

施す。縄文は LRを横位に施す。

4は胴部が緩く張る形態の深鉢形上器て‘あろう。縦

位、斜位の沈線が施されている。

第25図遺構外出土遺物(I)

第27図 3~ 5は胴部が張る形態の深鉢形土器て‘‘、

2条の沈線間に縄文を施す士器て‘‘ある。縄文は LR

てある。

第27図 7~18は2条の沈線間に列点文等を施す土器

てある。

7 ~10は口縁部の破片てある。 7、 8、10は口縁

部が外形する形態て‘‘ある。 9は口縁部付近て‘‘やや丸み

を帯びて立ち上がる形態て‘ある。

12~17は胴部の破片て‘ある。曲線的なモチーフが

施される。 13、17は短沈線状の列点が施される。 17

はネガポジの構成がくずれている。 18は櫛歯状工具

による条線を施文する。

第27図19、20は把手部の破片てある。 19は大きな

波状を呈するものてある。 20は円文と沈線文が隆帯

上に施されている。円孔を施す。
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第26図遺構外出土遺物(2)

↓ ~ 
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I) 

三二

第27図21~27は胴部に括れを持つ形態て‘ヽ、日縁部

が「く」の字状に内折、 もしくは肥厚ずる形態の土器

てある。

21~24は同一個体である。円形の貼付文が施される。

23、24は把手部近くの破片と思われ、沈線が施文さ

れている。

25、26は同一個体てある。 25は括れ部に「 8」の

字状の文様を橋状に施す。点列を施した隆帯を巡らせ

る。 26は25と同様な文様を口縁部に施す。 27は日縁

部が肥厚する。横位の沈線が認められる。

第27図 6は底部から口縁部へ直線的に移行し、ロ

縁部が直立気味に立ち上がる形態の土器てある。円孔

のある山形の突起を施す。体部にはJ字状の磨消部を

配している。縄文は LRて‘‘ある。

第27図28は日縁部に沈線を巡らせる土器てある。

底部から口縁部へ直線的に移行する形態て‘‘あろうか。

突起部の破片てある。円文や円孔を施す。

口
I --~-

／
 
2 H7 

10cm 

第27図29~38は胴部が緩く張る形態の深鉢形土器

てある。日縁部に沈線を巡らせる土器てある。いずれ

も口縁部の破片てある。

29は突起部て｀ある。円文と弧線文を施す。 30は横

位の沈線文と曲線が施されている。 31は日縁部の沈

線が途切れる部分を隆帯状に盛り上げている。体部に

は横位の沈線文が見られる。 32は縦位の沈線文が施

されている。 33は横位の沈線施文後、縦位の短沈線

が施されている。 34~36、38は日縁部の 1条沈線の

みが見られる破片て‘‘ある。 37は2条の沈線文が日縁

部に巡る。縦位の沈線文間を横位、斜位の沈線文て‘っ

なぐ文様を施す。

第28図には縄文が施文されない胴部の破片をまと

めた。いずれも深鉢形土器の胴部破片て‘‘ある。

第28図 1~3は曲線的なモチーフを 2条の沈線に

よって施し、沈線間に列点を充埴する。短沈線状の列

点文て区画内に雑然と施されている。
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第28図 4は列点文のみが認められる。ダlj点の下位

は施文時の枯土の盛り卜がりを残す。

第28図 5~12は曲線的な文様を沈線文によって施

している。

第28図13、14は胴部を横位の沈線文により区画す

る土器て‘ある。 13は2条の沈線を巡らせる。円形の

貼付文を施す。横線の区画の下位には血線的な沈線文

を施す。 14は3条 1組の沈線により、渦巻状の文様

を施す。

第28図 7、 8は同一個体て‘ある。 8は縦位の沈線

文を垂下させ、 3条 1組の斜沈線を施している。曲線

的な文様が付け加えられている。 7も同様に付加的な

文様てあろう。

第28図15、16は縦位、斜位の沈線が見られる。縦

位の沈線間を斜位の沈線て‘‘つないていくモチーフてあ

ろう。

第28図17、18、21、22なども同様なモチーフと思

われ、 17は斜位の沈線文、 18、21、22は縦位の沈線

文が施されている。

第28図19、20は底部近くの破片て‘‘ある。モチーフ

は不明て‘あるが、縦位の沈線文の下端が見られる。

第29図には地文に縄文を施す深鉢形土器をまとめ

た。 1 ~ 7、24~29が日縁部、 8 ~19が胴部の破片

てある。

第29図 1、 2は口縁部に 2条の沈線を巡らせる。

胴部がこ，，＜緩く張る形態の上器て‘ある。 1は2条の沈

線を枠状につなげており、円形の貼付文を施している。

貼付文の下位に蛇行沈線文を垂下させる。 2も蛇行沈

線文を垂下させている。縄文は LRを横位に施文し

ている。

第29図3、 4、 7は1条の沈線のみが認められる。

胴部が張る形態の土器てある。縄文はいずれも LR

を横位に施文する。

第29図 5、 6も胴部が張る形態の上器て‘ある。 5

は斜イ立に多条の沈線文を施す。 6は曲線が施される。

縄文は LRを横位に施文する。

第29図 8は底部から口縁部へ直線的に移行する形

態の土器て‘ある。口縁部付近を無文としている。蕨手

状の文様が施されるのてあろう。縄文は LRを横位

に施文する。

第29図 9は胴部が緩やかな丸みを帯びて立ち上が

る形態の土器てある。 2条の沈線によるモチーフの下

位にスペード状の文様が施される。縄文は LRを横

位に施文する。地文施文後に文様が施されており、 2 

条の沈線間の縄文は磨消されているが不完全てある。

第29図10、11、13は同一個体てある。日縁部近く

の破片て‘‘、やや外反気味に立ち上がる形態て‘ある。地

文縄文上に蕨手状の沈線文が施されている。縄文は

LRの横位施文てある。沈線文の内部は磨消しがなさ

れているが不完全て‘‘ある。

第29図12は緩く張る胴部の部位て‘縦位の沈線が施

されている。 14は直線的な形態の土器て‘‘あろう。蕨

手状の文様を施す。文様内を磨消していない。 15は

縦位の 2条沈線間に短沈線状の点列を施す。 16は縦

位の沈線が見られる。沈線間を磨消している。 17は

斜位の沈線が見られる。沈線間を磨消している。 18

は2条 1組の蛇行沈線が垂下している。沈線間は地文

を残している。いずれも縄文は LRを横位に施文する。

第29図19は日縁部が外反する形態の土器て‘ある。

「U」字状のモチーフが施され、文様内には LRの縄

文が縦位に充填されている。

第29図24~27は日縁部に円形の窪み、剌突文を巡

らせる土器て‘‘ある。 20~24は円形の窪み、 25~27は

剌突文を施す。

第29図20、21、24は胴部が張る形態て‘、日縁部が

内傾する土器てある。 20、21は縦位の沈線と縄文が

見られる。 24は2条 1紺の沈線によって大柄な渦巻

状のモチーフを施す。沈線間は短沈線を充填する。

第29図22、23、25~27は単純な形態の深鉢形土器

てあろう。22、25はLR、23はRLを横位に施文する。

26、27は縄文が施文されていない。

第29図28、29は単純な形態の深鉢形土器て‘‘縄文の

みが施文される。縄文は LRの横位施文てある。

第30図 1~5は堀之内 2式てある。
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第27図遺構外出土遺物（3)
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第28図逗貴構外出土遺物(4)
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1は朝顔形の形態の深鉢形土器て‘ある。日縁部に 1

条沈線を巡らせる。日辺部には刻みを施した隆帯を巡

らせる。 2は刻みを施した隆帯を縦位に施す。これに

並行して沈線文が施文されており、縄文を充壌する。

縄文は LRてある。 3は底部から日縁部へ直線的に

移行する形態の深鉢形土器て‘‘ある。器面は研磨調整が

雑て‘ヽ、擦痕等を残している。沈線は細い。 2条の横位

の沈線を斜沈線て‘結ぶ三角形のモチーフてある。縄文

[j []  4血

( (7  I• 
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r r内 17 l 6 

I I 22 I 7 

10cm 

は施されていない。 4 は胴部て屈曲し、体部が直立気

味に立ち上がる形態の土器て‘ある。縦位の区画文を残

している。縦位の沈線を横位、斜位、弧線て繋いて‘ぃ

る。 RLの縄文を横位に施文している。 5は朝顔形の

形態の深鉢形土器の胴部破片てある。横位に区圃した

文様帯に 2条の直線文、弧線文によってモチーフを施

す。沈線間に縄文を施す。縄文は LRてある。
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第29図遺構外出土遺物(5)
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第 5群土器（第30図6~13)

後期中葉の加曽利B式を一括する。

6、7は口縁部が直立気味に立ち上がる形態の深鉢

形土器てある。同一個体てある。格子目文を器面に施

す。口縁部内面に1条沈線を巡らせる。加曽利B1式

てある。

8 ~10、13は3単位の把手をもつ深鉢形土器等て‘

ある。縄文はいずれも LRてある。 8は口縁部に 2

条沈線を巡らせる。縄文が施されるがまばらてある。

U
 

□
 

ヽ
'
g

畠

口
5
 

ロロロロロ

J
 

卿
噂喜

ロロロロ[

27 [ 7 28 I 7 

26 H 7 

29 I 9 

10cm 

9は括れ部上位の破片てある。 10は小ぶりの括弧状

文が施されている。 13も横線文と括弧状文が施され

ている。胴部の張る部位の直上に文様が施されている。

いずれも加曽利B2式て‘ある。

11は注口土器の注日部て‘‘ある。注口部の下に貼付

文が施される。

12は胴部の破片て‘ヽ、斜沈線が施されている。器面

は研暦されずに擦痕を残している。加曽利B3式てあ

ろう。
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第30図 遺構外出土遺物(6)
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石器（第31図）

1 ~ 4は石鏃て‘‘ある。いずれも先端部が欠損してい

る。

1は無茎て基部に挟りのある形態て，，ある。残存長

18mm、幅16mm、厚さ2.8mm、重さ0.52gて‘ある。

黒曜石製。 D4グリッドから出土している。

2 ~ 4は無茎て‘基部に弱い挟りがある形態て｀ある。

2は残存長17mm、輻15mm、厚さ3.5mm、

0.79gて‘‘ある。チャート製。

重さ

D3グリッドから出土

している。 3は残存長19.2mm、輻13.5mm、厚さ

5.1mm、重さ 1.36gてある。チャー 1、製。

ッドから出土している。

F7グリ

4は残存長23.9mm、輻

19.5mm、厚さ5.0mm、重さ 1.72gて‘ある。チャー

ト製。 F9グリッドから出土している。

5はミニュチュアの麿製石斧て‘ある。刃部が欠損し

ている。残存長27.3mm、輻15.5mm、厚さ8.2mm、

重さ5.47gてある。蛇紋岩製て‘‘ある。

から出土している。

I 9グリッド

第31図 遺構外出土遺物(7)
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3 弥生時代

(1)遺構（第32図）

第3号住届跡の1軒てある。

平面形は楕円、長軸方向は N-34'-Wてある。

長軸方向側の径は長さ6.Sm、これに直交する短軸方

向側の径は6.2mてある。深さは0.6mて‘ある。他の

退構の重複はない。柱穴は 4本て‘‘ある。

壁は垂直に近い傾斜て‘立ち上がる。壁溝はない。

床面の状況は、中央部分がかなり硬化している。周

辺部はわずかに柔らかい。南西側には、いわゆるベッ

ド状遺構が認められる。ロームを掘り残して作出して

おり、壁に沿って輻1.1~1.3m、長さ約 4mにわたる。

それ以外の床面はほぼ平坦てあり、ベッド状遺構との

比高差は 6cm程度てある。

炉は主軸上のやや西よりに位置している。形態は円

形、中央部分が焼けて硬化している。東側から南側の

壁近く、床面直上て‘‘土器が出土している（図版14)。

住居跡の時期は、出土遣物より後期に比定される。

(2)遺物（第32図l~16)

第3号住居跡出土土器てある。図示可能なものは台

付甕 2点、甕4点、壺 7点、高坪 3点の計16点てある。

台付甕(1、 3) 

1は日径が20.0cm、胴部最大径20.5cmて口径と

胴部最大径がほば等しい。現存高は19.8cmてある。

実測部位はほば完存する。口縁部は胴部と粘土紐を連

続的に積み上げることにより接合されている。胴部の

成形は 3回に渡って行れたと考えられ、胴部中位の上

下方に顕著な接合面がみられる。日縁部にはやや右に

偵＜棒状工具による押捺が施される。器外面の調整は

木日状工具によるナデのみてある。胴下半は 2次加熱

による裂化が著しく判然としないが、同一工具による

ものと思われる。器内面の調整は木日状工具によるナ

デ後、それをナデ消している。色調は黄橙色て‘‘外面に

は全面に煤が付着する。 2次加熱は外面胴下半におい

て顕著て‘あり、一部赤変する。

3は脚台部径が12.2cm、現存高が8.7cmて‘‘、実
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測部位て‘‘はほぼ完存する。脚端部は面取りされる。胴

部との接合は正位の状態て‘‘粘土紐を貼付けて行れてい

る。器円外面の調整は木口状工具によるナデて‘‘ある。

器外面には煤の付着がみられ、内面は赤彩されている。

色調は暗黄橙色て焼成は良好てある。

甕（ 2、14~16)

本米は脚台を持つものと考えられるが、日縁部、胴

部のみの資料てあるため、甕としておきたい。

2は内外面木日状工具によるナデ調整のものて‘、ロ

径20.0cm、現存高3.8cmに復元てきる。口唇部に

は断面三角形のエ具により右方向から押捺が施される。

口縁部は 1よりも鋭角的に外反するが、やはり粘土紐

を連続的に積み上げることにより成形されている。色

調は黄橙色。焼成良好てある。

14は粘土紐の積上痕を明瞭に残す。外面は指頭に

よる押え後ナデ、内面はナデ調整て‘‘ある。日縁端部外

面に断面三角形のエ具により、右方向からの押捺が施

される。色調は黄橙色て‘‘外面には煤が濃く付着する。

15 • 16は外面刷毛目調整によるものて‘‘、 15には縦

後横の、 16には縦後斜めの刷毛目が施される。内面

はいずれも木口状工具によるナデ調整て‘‘ある。両者と

も煤の付着が認められ、16は2次加熱により赤変する。

色調は15が淡黄橙色、 16が暗褐色て` ある。

壺 (4~6、9~12) 

4は日縁部のみの破片て‘ヽ、口径15.0cm、現存高

6.4cmに復元てきる。内弯する形態をとり、口唇部

は面取りされる。日唇部には刷毛日後 LRの縄文が

施される。器外面は粗い刷毛目後 6段の LRの縄文

が施文される。頸部以下はこ｀く一部が遺存するのみて‘‘

不明だが、ヘラ磨きが施され、赤彩されると思われる。

内面は横方向の丁寧なヘラ磨きて‘‘赤彩される。色調は

黄橙色て残存度は25％てある。

5 • 6は底部の破片てある。 5は底径9.4cm、現

存高3.2cmに復元てきるものて‘‘、底部の70％ほどを

欠失している。色調は暗赤褐色てある。器外面は底部



第32図第 3号住居跡

'"I 

口

叫

A' 

叫

_,,_, 1 黒色土

1 mm程度の細砂粒を若干含む。

2 褐色土

直径 1~2 mmのロームプロックを含む。

1~3 cmのロームプロックを多く含む。

3 黒褐色土

1~2 mmのロームプロックと 1~2cm 

程度のロームプロックを含む。

4 褐色土

旦 2層とほほ同様である。

5 黒褐色土

3層に比べてロームがやや多い。

6 黒褐色土

2~3 mm程度のロームプロックを含む。

1 mm程度の粘土粒子、 1 mm以下の炭

化物を多少含む。

7 黒色土

1~2 mm程度のローム粒子と、

2 cm程度のロームプロックを含む。

炭化物、焼土は含まれていない。

2 8 黒褐色上

焼土粒子を多く含む。

9 茶褐色土

ローム粒子を含む。

10 黄褐色土

ロームプロックを多く含む。

11 黒色土

2m 
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第33図 第 3号住居跡出土遺物
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を除き赤彩される。胴部外面は縦方向のヘラ磨き、内

面は木日状工具によるナデてある。底面は木日状工具

による調整と思われるが遺存が悪い。 6は小型の壺の

底部としたが、鉢等の可能性もある。底径6.0cm、

現存高1.6cmに復元て‘‘き、残存は10％て‘‘ある。胴部

外面縦方向のヘラ磨きて‘‘底部外周はエ具によりナデら

れ、赤彩される。内面は木日状工具によるナデて、底

部も同様て‘ある。色調は黄褐色て‘ある。

9 ~12は口縁部の破片てある。 9は単純日縁の日

縁部て‘ヽ、日唇部は面取りされる。外面は横位のナデ後、

斜め方向のヘラ磨きが施される。内面には RLの縄

文が 2段以上施され、その各々がくずれた S字状の

結節文により区画される。四外面とも赤彩される。

10~12は複合日縁の壺の口縁部て‘ある。いずれも

複合部は狭く、外面に左下がりの浅い押捺が施され、

日唇部を面取りする。 10• 11は外面の全体を木口状

工具によるナデ後、縦位のヘラ磨きを複合部より下位

に施す。内面はいずれも横方向の刷毛目が施される。

12の内面はナデられている。色調は16が黒褐色、 10

が明褐色、 12が黄灰色てある。

高杯 (7、 8、13)

7は無文の破片て‘ヽ、口径21.8cm、現存高3.2cm

に復元て‘‘きる。口唇部は面取りされる。内外面とも縦

方向のヘラ磨きを行っている。内外面赤彩。

8 • 13は口縁部に縄文が施されるものて‘‘ある。 8

は日唇部、口縁部外面に RLの縄文が施される。無

区画て‘‘ある。文様帯より下位の外面は横位の木日状エ

具によるナデ後縦方向のヘラ暦きを施し、内面も同様

てある。文様帯を除く内外面が赤彩される。 13は日

唇部が面取りされ、その口唇部と口縁部外周に RL

の縄文が施される。日縁部外間の縄文帯はS字状の結

節文により区画される。外面の文様帯より下位は縦方

向の、内面は横方向のヘラ磨きが施される。文様帯を

除く内外面が赤彩される。
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4 平安時代

遣構（第34図）

第4号住居跡の 1軒て‘ある。

E2、F2グリッドに位置する。平面は隅丸長方形

てある。長径X短径x深さは4.6X3.1X0.14mてある。

主軸方向は N-72"-Eて‘ある。

カマド 1基が見つかっている。支脚の下端（第35図

9)が残存していた（図版16)。床面はやや軟弱て‘あっ

た。確認面から床面まての深度は浅く、出土遺物は床

直かそれに近い状況てあった。柱穴等は見つからなか

った。出土遺物等より平安時代に比定される。

遺物（第35図 1~10)

第4号住居跡出土のものてある。

図示可能な遺物は上師器の甕、杯各1点、須恵器の

坪4点、高台付坪 2点、土製支脚 1点、砥石 1点てあ

る。

土師器の甕は胴部中位まてが遺存する 1のみてある。

長胴の胴部から「く」字状に直線的に外反する口縁部

に至る。日縁部の外面上段には粘土紐の接合痕が明瞭

に残る。器外面の調整は胴部中位のヘラ削りが右下方

から左上方にかけて右回りに施され、肩部には右回り

の、頸部直下には左回りのヘラ削りが施され、その後

に口縁部を強く横ナデしている。口縁端部は丸く収ま

り、外面直下がナデによりやや凹む。ヘラ削りは刃子

を用いて行れたと考えられ、頸部付近にヘラ削りが行

われた際に挟れた痕跡が明瞭に残る。胴部内面は木日

状工具によるナデ後、ナデ消している。肩部には木ロ

状工具の痕跡が残る。口縁部は木口状工具によるナテ‘‘

後、横ナデを施している。外面は被熟により赤変する

部分が多い。

土師器の杯は 2のみてある。器内面に吸炭処理を施

第34図第 4号住居跡

面 田 I

¥-

A

＿
 

A

＿
 

ml 

;,_,3.2m 

001 

△』.g 13、2m

1 黒褐色土

ローム粒子を少量含む。

下部にやや多く含む。

2 暗褐色土

ローム粒子を多く含む。

径 2~3cm程度のロー

ムプロックを含む。

3 暗褐色土

ローム粒子、黄白色粘

土粒子をやや多く含む。

焼土粒子を少量含む。

4 暗褐色土

ロームブロックを少量

含む。焼上粒子、黄白

色粘土粒子を少量含む。

5 暗褐色土

4と似るが焼土粒子、

黄白色粘土粒子をやや

多く含む。

6 暗褐色土

径 2cm前後の焼上ブロック、

硬化した黄白色粘土のプロッ

クをきわめて多く含む。

7 黒褐色土

焼土粒子、ローム粒子を含む。

炭化物の粒子を含む。

8 暗褐色土

径 2cm前後の焼土プロック、

黄白色の粘土ブロックを含む。

6にくらべて総じて少ない。

9 黄褐色土

口ーム粒子を多量に含む。焼

土粒子、硬化したロームブロ

ックなどを含む。

C- 旦 B.2m D
-

二
2m 
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第35図 第 4号住居跡出土遺物
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すいわゆる内黒土器て‘ある。右回転のロクロにより成

形される。器外面には右上がりの粘土の接合痕が見ら

れる。器内面の吸炭が器外面の口縁部と体部の一部に

及んて、いる。器内面は吸炭処理が施され、ヘラ磨きさ

れる。ヘラ磨きは 6単位の右下→左上のものが下位か

ら上方に施された後、底面付近は横位に施している。

底面は回転糸切り未調整て、、糸目痕の間隔が広い。

須恵器は 7を除きすべて酸化培焼成のいわゆる土師

質須恵器と呼ばれるものてある。坪はほぱ完形に近い

3 • 4と日縁～体部の破片てある 7• 8がある。後者

は高台付坪の可能性もある。いずれの坪も右回転のロ

クロ成形て‘ヽ 、歪みが著しい。

3 • 4は底部が円柱作りのものて、底部の外周には

第3表土器観察表

切り離しを容易にするために指を入れた痕跡が明瞭に

残る。体部は 3が引き上げの単位が大きく、 4はほぼ

均等て‘ある。 4の外面には枯土の接合痕が右上がりに

認められる。両者とも内外面に煤が付着する。 7は環

元烙焼成て‘ある。口縁部外面に粘上の接合痕が認めら

れる。器内外面とも風化が著しい。胎土が他の個体と

異なり、粒径が粗く、斜長石と考えられる白色粒子が

多い。 8は酸化烙焼成てある。口縁部外面に粘土の按

合痕が認められる。日縁上位は一度に引き出されたよ

ぅて、体部上半にやや強い綾が残り、外側に開いてい

る。

5 • 6は高台付坪てある。いずれも右回転のロクロ

成形てある。 5は焼成温度が高く、一部環元状態にな

番号 器種 ロ径(cm) 器高 (cm) 底径(cm) 胎土 焼成 色調 残存率（％） 備考

1 甕 20.0 (16 2) 石英、角閃石、白色粒子、赤色粒子 良好 黄橙色 70 

2 坪 15.0 5 7 6.2 角閃石、赤色粒子、白色粒子、雲母 良好 黄褐色 80 土師器

3 坪 13 6 5.1 6 3 石英、角閃石、臼色粒了、赤色粒子、黒雲母 良好 黄橙色 80 酸化沼焼成

4 杯 12.6 4 7 6 0 角閃石、石英、臼色粒子、赤色粒子、雲母 良奸 黄橙色 90 酸化烙焼成

5 坪 (13.0) 6 0 (7.6) 石英、角閃石、赤色粒子、白色粒子、黒雲母 良好 黄灰色 30 酸化烙焼成

6 杯 14.6 5.7 7 8 石英、角閃石、白色粒＋、赤色粒子、雲母 良好 黄橙色 60 酸化焔焼成

7 坪 14 8 (5 6) 石英、角閃石、白色粒千、雲母 良好 灰白色 15 環元炎焼成

8 坪 15.0 (5 4) 石英、角閃石、白色粒子、赤色粒了、雲母 良好 黄橙色 15 酸化烙焼成
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っているが焼き歪みが著しい。口縁端部外面に粘上の

接合痕が認められる。高台は底部外周を削り取った後、

貼付したものていの字状に外側に開いている。底面は

回転糸切り離してある。糸日痕の間隔は狭い。胎土中

に径 l~5mmの小礫を含んて‘‘いる。 6はロクロの

回転痕が均等に明瞭に残り、口縁部がやや外側に引き

上げられるものてある。器外面の体部中位に帖土の接

合痕が認められる。高台は底部外周を削った後に貼付

されている。底面は阿転糸切り離してある。体部の内

外面に黒斑が認められる。

5 中。近世

中。近世の遺構には溝3条、土漿18基、柱穴がある。

これらの遺構からは図化し得る出土遺物はなく、遺構

の明確な時期を限定することはてきない。

当発掘区の南に隣接する大宮市の調査区からは中。

近世の陶磁器、板石塔婆が出土している（田代小川

1995)。今回の調資ては遺物の出土はなかったものの、

中・近世における遺構の広がりが当調査区に及んて‘‘ぃ

ると見ることがてきょう。

（］）溝（第36図）

3つの溝はそれぞれ規模は異なるものの、南北と東

西の 2方向に延び、さらに発掘区外へ続いている。溝

の覆土はいずれも自然堆積てあり、黒色上ないしは暗

褐色土てあった。

第 1号溝

E5~ 7、F5、G4・5、H4・5、 I4。5グ

リッドに位置する。検出された長さは67mにわたっ

ている。幅は約 2m、深さ約0.6mて‘‘ある。

底面はほぱ平らて‘‘、底面より傾斜をもってtち上が

り、途中から立ち上がりが緩やかになる。

大宮市教育委員会調査の第1牙溝に続くものと思わ

れる。溝は調査区南端よりはぼ北に向かって延びてお

り、第 2号溝付近て‘東へと向きをかえ、第 2号溝と合

流している。

第 3号溝とは南北方向に延びる部分て約13mの距

離をおいてほぼ並行している。第 1与溝が東西方向に

9は上製支脚て‘ある。径8~9cm、厚さ2.5cmほ

どの粘土板を積み上げる。積み上げ痕が比較的よく残

り、 4段目まて‘‘が遺存している。外面はヘラ状工具に

より、ナデられたようてあるが風化が著しく不明瞭て‘‘

ある。底面は同様のエ具て平滑に仕上げられている。

被熱により、外面は一部環元状態となり、内部は赤変

している。

10は砥石て‘‘ある。安山岩製て‘‘端部の片方を欠失し、

残存長は6.2cmてある。重量24.8gてある。使用頻

度がかなり高く、使い込まれた感を受ける。

延びるている E6グリッドて第 3号溝と交わっている。

第 2号溝、第 3号溝との新旧関係は明らかにし得なか

った。

第 2号溝

E2~ 7グリッドに位置する。検出された長さは

50mにわたっている。輻約 lm、深さ約0.4mてある。

東西方向に直線的に延びている。底面はほぼ平坦て‘‘

断面形は台形に近い。

溝の東半は第 1号溝と E5グリッドて‘合流し、北

側の立ち上がりをそのまま残しながら、東の発掘区外

へと延びている。

第 3号溝

グリッド 6列をはば縦断する位置にある。検出さ

れた長さは70mにわたっている。輻は約 lm、深さ

約0.4mてある。

J 6グリッ＇，ド北付近て浅く不明瞭になっている。

J 6グリッドから G6グリッドにかけては 2本の溝が

平行する形状て‘ヽ、西側が深く、東側が浅い（第36図

c-c')。G6グリッドにおいて東側が不明瞭になっ

ている。第 1• 2号溝と直交し、斜面へと延びている。

斜面部分の C・D6グリッドては東側が深くなる

部分（第36図 B-B')、長方形の掘り込みとなる部分

などの変化がある。

(2)土壊（第37図）

18基の土墟は最も北側て‘見つかった第13号土墟を

48 -



第36図溝
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第36図 土 壊
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除くと、いずれも調査区の南半に分布している。

G3グリッド、 H5グリッド、 H8グリッド周辺な

どて‘‘やや集中する傾向がある。

第12号土猥は I7グリッドに位置する。平面形は

円形てある。底面は平坦てある。長径X短径x深さは

0. 7 XO. 6 XO. lmてある。

第13号土壊はB3グリッドに位置する。平面形は

不整楕円形てある。長径x短径x深さはl.4Xl.2X

2.2mてある。深い土漿て‘あり、他の土堀とは離れた

位置から見つかっている。

第14号土堀は F3グリッドに位置する。平面形は

円形てある。底面は平坦て‘‘ある。長径x短径X深さは

0. 8 XO. 7 XO. 4mて`ある。

第15号土横は F・G3グリッドに位置する。平面

形は円形て‘ある。底面は平坦てある。長径x短径x深

さは0.9 XO. 8 XO. 3mてある。

第16号土横はG3グリッドに位置する。平面形は

円形てある。底面は平坦てある。規模は径O.Sm、深

さ0.4mて‘ある。

第17号土堀はG3グリッドに位置する。平面形は

不整の長楕円形てある。底面はほば平坦て‘ある。長径

x短径x深さは2.3 XO. 8 XO. 3mて‘ある。主軸方向は

N-7°-Eてある。

第18号上堀はG3グリッドに位置する。平面形は

不整円形て‘‘ある。底面は平坦て‘ある。長径x短径x深

さは0.8X0. 7X0. 2mて‘ある。

第19号土堀はG5グリッドに位置する。平面形は

不整円形てある。底面はやや傾斜している。長径X短

径x深さはl.lXO. 9XO.4mて‘ある。

第20号土墟はH5グリッドに位置する。平面形は

不整円形てある。底面は平坦て‘‘ある。長径x短径x深

さは1.0 XO. 8 XO. 4mてある。

第21号士堀はH5グリッドに位置する。平面形は

不整円形てある。底面は平坦て‘ある。長径x短径X深

さは1.0 XO. 9 XO. 3mて‘‘ある。

第22号土墟はH5グリッドに位置する。平面形は

不整円形て‘ある。底面には凹凸がある。長径x短径X

深さは1.1 X 1. 0 XO. 4mてある。

第23号土堀はF7グリッドに位置する。平面形は

楕円形てある。底面は平坦てある。長径x短径x深さ

は1.2X0. 9XO. lm、主軸方向は N 7°-Wてある。

第24号土横はG7グリッドに位置する。平面形は

楕円形てある。長径X短径x深さは1.6Xl.4Xl. 7m 

てある。深度のある土壊て‘ある。底面は平坦て‘‘ある。

主軸方向は N-61°-Wてある。

第25号土壊はG9グリッドに位置する。平面形は

不整円形、断面形は皿状て‘あり、やや凹凸がある。長

径x短径x深さは1.1 X 1. 0 XO. 2mて‘‘ある。

第26号土堀はG7グリッドに位置する。平面形は

不整円形てある。底面は平坦てある。長径X短径x深

さは1.2 X 1. 1 XO. 2mて‘ある。

第27号土堀はG8グリッドに位置する。平面形は

不整円形てある。底面は平坦て‘あり、やや深度がある。

径l.Om、深さ l.lmてある。

第28号土横はG8グリッドに位置する。平面形は

円形、底面は平坦てある。径0.9m、深さ0.5mてある。

第29号土堀は I7 • 8グリッドに位置する。平面

形は不整の長方形て‘ある。長径x短径X深さはl.4X

0. 7X0.2mてある。主軸方向は N-29°-Wてある。

(3) その他（第36図）

G5グリッドから G6グリッドにかけて、第 3号溝

付近て‘‘柱穴が見つかっている。出土遺物はなかったが、

溝との覆土の共通性から中・近世の所産と考えられる。

深度は0.2m前後て｀ある。柱穴群と呼ぶには少なく、

堀立柱建物のような規画性も確認し得なかった。この

付近は竹林てあったため、確認面の状況は不良て‘‘あり、

この程度の深度て‘あると中・近世の建物跡は遺存して

いない可能性がある。
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v 結語

1 縄文時代

縄文時代の遺構は後期前葉の住居跡 2軒と土壊11

基が見つかった。調査区南東部の狭い範囲に遺構は分

布しており、集落の範囲は調査区西側には広がらない。

調査区東側の斜面部分に集落が延びる可能性も残され

てはいるが、大規模、継続的な集落跡を形成するには

いたらなかったのて｀あろう。

遺構内出土土器のうち第 4号土壊が称名寺式の中頃

の段階と思われるが、これ以外の遺構からは称名寺式

の新しい段階と堀之内1式が出土している。遺構外か

らは早期から後期中葉の土器が検出されているが、早

期、前期、中期、後期中葉の土器はいずれも少数て‘あ

る。後澗前葉についても称名寺 I式は少なく、堀之内

1式も多条の沈線を施す新しい段階のものは少数て‘あ

り、集落としての継続期間は短期て‘あったと見られる。

さて、遺構内出土土器として第 1号住居跡、第 1号

土墟から完形に近い土器が検出されている。堀之内 1

式成立前後の土器群を議論する上て‘‘一つの材料となる

資料と考えられ、ここてはその内容について若干のま

とめをしておきたい。

第 1号住居跡出土土器は称名寺式系統の深鉢形土器

2個体と胴部が張り、括れ部から日縁部にかけて外反

気味に立ち上がる深鉢形土器との共伴関係を示す資料

てある（第38図 1~12)。

］の土器はスペードと鉤状のモチーフの組合せを主

文様として、これを5回繰り返しており、沈線間には

短沈線的な列点を連続的に施している。

スペード状、鉤状のモチーフの下位は縦位に沈線文

を垂下させている。一方、主要モチーフを横位につな

ぐ口辺部の文様は横位の 1条の沈線によってなされて

おり、 2の土器とも共通した特徴といえる。鈴木徳雄

氏が称名寺式の特色として指摘される「帯状部意匠描

出の原則」から逸脱している。称名寺式の第 7段階の

土器に対比されよう（鈴木1990a• b)。

垂下する主要モチーフを横位の沈線によってつなぐ‘
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特徴をもつ土器として、埼玉県内ては北塚屋107号土

堀出土土器（第39図 1)があげられる（中島1983)。

後述する第38図 3~12などの要索とも合わせると、

同じ段階の資料と考えてよいてあろう。

さて、第38図 1の土器の口辺部の横位沈線は主文

様を描く以前に全周させるものて'‘はなく途切れがちに

施され、垂下するモチーフとの施文順位もまちまちて‘‘

ある。したがって、鉤状文やスペード状文を描きなが

ら横位沈線も施されていることが窺える。横位沈線と

交差する鉤状のモチーフの上端は横位沈線によって閉

じている部分と開いている部分とがある（展開図、図

版13上段参照）。

こうした垂下する主文様をつなぐ横位沈線の施文上

の特色については、日縁部の下に無文帯をおく点とと

もに石井寛氏が下北原遺跡（鈴木1977)の資料を説明

する際に指摘されている（市川市立考古博物館1983)。

第38図 1は北塚屋遺跡例に比べ、無文帯の幅が狭い。

第38図 2の土器は口縁部が部分的にしか残存せず、

横位の沈線と垂下するモチーフとの関係が明確て‘‘はな

いが同様な文様構成をとるものと見られる。ただ無文

帯はほとんどないと言ってよい。

無文帯については下北原遺跡の資料を見ても個体に

よりまちまちてあり、暫移的な傾向がある。いずれに

せよ、当遺跡第 1号住居跡、北塚屋遺跡107号土堀の

称名寺式系統の土器（第36図 1、 2、第37図 l) は

石井氏が抽出された下北原遺跡出土土器の文様施文上

の傾向と同様な要索を持っており、比較的スムースに

変化を辿れるのてはなかろうか。

第 1号住居跡出土土器と北塚屋遺跡107号土壊出土

上器との相違は沈線間に短沈線的な列点を連続的に施

す点て‘ある。

称名寺式の沈線間の文様要索には縄文、列点、条線

等がある。「全体としては縄紋→列点→無紋という趨

勢を辿るとはいえ、その存在形態は、複雑な様相を呈



第38図 今羽丸山遺跡出土土器
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しており、一律て｀はな」（鈴木1990b) (、第1号住居

跡出土土器のような短沈線的な列点もその出現や地域

的な広がり等を整理しておくことが必要てあろう。

今回はその余裕がないが、称名寺II式に限定される

要素てはなく、地文縄文上に縦位に垂下する沈線文間

や卵形文内部に縦位に施される例が堀之内 1式、綱取

2式にはしばしば見られる。施文部位が異なるとはい

え、無関係な要索とは恩われず、施文手法レベルての

情報が称名寺式から堀之内1式の時期に広範囲に伝逹

されたと見られる。少なくとも、第1号住居跡出土土
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第 1号土城出土上器
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器の短沈線的な列点を連続的に施す手法と北塚屋遺跡

107号土堀例のように沈線間を無文とする手法を新旧

とすることは誤りてあろう。

次に第38図 3~12について若干の検討をしたい。

事実記載の所てふれたように色調や胎土などから 3

~ 8、9と10、11と12が確実に同一個体と考えられる。

3 ~ 8については口縁部、括れ部近く、胴部の破片が

ある。その断面形から、胴部が張り、括れ部から上部

は外反気味に立ち上がり、口縁部が「く」の字状に内

折する形態の深鉢形土器と考えられる。 9~12につ
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第39図 北塚屋遺跡107号土墳出土土器
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いては胴部の破片のみなのて‘‘形態まては不明てあるが、

隆帯施文の特徴から一応同類と考えておく。

主文様は隆帯とこれに沿った沈線文によって施され

る。隆帯の断面形は稜線のない丸みを帯びた低い形状

て‘貼付文て‘ある。日縁部の波状部直下にはJ字状に

隆帯を施し（ 3)、括れ部から胴部にかけて曲線的な

隆帯を施している (5~12)。隆幣が交差する要所に

は隆帯上に点文が施される (4~9)。

こうした特徴をもった隆帯は北塚屋107号土墟出七

土器にも見られる。第39図2の括れ部、 3の体部に

施された隆帯て‘‘ある。

第39図 2は括れ部にJ字状の隆帯が施されており、

Jの下端にはさらに U字状に隆帯を施す。隆帯に沿

った沈線は認められないが、隆帯上に点文が施され、

第38図 4~ 9などと共通する手法をとっている。 2 

の土器自体について付言すると、日縁部が「く」の字

状に内折する形態の土器て‘‘口縁部には初期的な縁帯文

が施されている。破片資料の中にも日縁部に沈線文を

施したものが多く、堀之内 1式的な要索が強い。口辺

部には斜沈線による文様が施され、胴部にはJ字状文、

斜沈線等が施されている。次の段階につながる要索て‘‘

あろう。

第39図 3は日縁部が強く内湾する形態の浅鉢形土

器てある。この丸みを帯びた体部の形状は称名寺式に

は少数て‘ある。この種の形態の土器は気屋式を出土し

た真脇遺跡て‘‘多く認められる（米沢1986)。真脇遺跡

出土土器の中には隆帯とこれに沿った沈線て‘‘渦巻状、

J字状に文様を施した土器も見られ、当例と類似して

しヽる。

隆帯の手法上の共通性から北塚犀107号土漿出土土

器を見てきたが、第1号住居跡出上土器そのものに類

似する土器については他遺跡を渉猟しなければならな

い。あいにく第 1号住居跡出土土器は破片資料て‘‘全形

を復原し得なかった。そこて‘第40図に関東の類似資

料を集めてみた。

第 1号住居跡の第38図 3~8は波状部に円孔を施

し、日縁部には点文と沈線を巡らせる。また括れ部よ

り上の外反する口辺部にはJ字状の隆帯が施されるが、

これ以外は無文の部分が多く、胴部には隆帯により曲

線的なモチーフが施される。

こうした特徴に最も近いのが第40図 1の山日雷土

遺跡例（大野1987)てある。区画内には半裁竹管によ

る平行沈線が施されたり、隆帯上にも沈線が施され3

本単位の沈線て主文様を描くなどの相違があるが、隆

帯とこれに伴う点文の特徴、全体の構成、括れ部上の

無文帯に垂下するJ字状文など共通する要素が多い。

山日雷土遺跡の報岩書中てはなすな原遺跡出土土器

（小渕1984)が類例として比較されている。なすな原
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第40図参考資料

1
1
 

＼ ＼ 山口雷土遺跡

北の内遺跡

遺跡例（第40図 2) の場合も、胴部の文様は隆帯に

よって施文され、 J字状文、スペード状文を縦位に配

して展開し、 これらのモチーフを斜位の隆帯によって

つなげている。

山口雷上遺跡例となすな原遺跡例は口縁部の文様も

降滞、点文、沈線により施され、よく類似している。

時期的には第 1号住居跡の土器（第38図 3~12) も

含め、大差がないのてはなかろうか。

2 なすな原遺跡

北の内遺跡

S=l/8 2~4 S=l/6 

この種の胴部が張り括れ部から上部は外反気味に立

ち上がり、口縁部が「く」の字状に内折する形態の深

鉢形土器の出自については諸氏が考察されている。か

つて今村啓爾氏は「頸部が「く」の字形に強く屈折す

る鉢形土器のIIa（胴上半）帯が無文化する」点を指

摘され、「称名寺II式と堀之内 I式の境」とされた

（今村1977)。すなわち、称名寺B地点（吉田1960)

の土器のように括れ部て‘、上下に区画する土器の上半部
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が堀之内 1式て‘‘は無文化するという変化を指している。

こうした観点から区分すると第38図 3~12、第40図

は堀之内 1式的と言えよう。

隆帯によってJ字状のモチーフを施す特徴は、いわ

ゆる関沢類型との関係についても検討課題となろう。

また、口縁部が無文化する傾向は綱取式との関係も

想定て‘‘きよう。荒砥二之堰33号住居跡ては無文の外

傾する口縁部を持ち、括れ部に点列を施した隆帯が巡

る綱取式系統の土器が称名寺式系統の土器に伴って出

土している（石坂1985)。

隆帯による大柄なJ字状文をさらに隆帯によって連

結する土器て‘ある。後述する北の内遺跡に見られる胴

部主文様との類似性を指摘てきょう。東北南部の土器

群を検討する余裕はないが、こうした交渉関係は双方

向的なものと考えられ、後続する段階ては胴部が張り、

無文の口辺部が外反する典型的な形態が安定して存在

するようになるのて‘‘あろう。

荒砥二之堰33号住居跡出上土器については阿部芳

郎氏が綱取式との関係について言及されている（阿部

1988)。また石井寛氏は荒砥二之堰33号住居跡の類例

を「中期最終末から継続して理解されるべき土器て‘‘あ

り、かつ堀之内 1式にも引き継がれる類型て‘ある」と

されている。また山日雷土遺跡例についても、大木

10式からの系諧を指摘されている（石井1922)。

第40図 3、 4は北の内遺跡のII区 2号土壊出土土

器てある（岩上1979）。これも無文の口辺部が外反す

る形態の土器の初現期の様相と見られるのて‘‘参考とし

た。 1、 2との単純な比較はて‘‘きないが、東北南部と

の比較て‘言うと胴部の文様は綱取2式の要素に近いも

のてある。 3については当遺跡第 1号土墟出土土器と

の系統性が指摘てきよう。北の円遺跡例を東関東的な

資料て‘ある木戸作貝塚出土土器と比べると時間的な差

は少ないものと考えられる。木戸作貝塚出土士器の時

間的位置づけについては、見解に相違が見られ（鈴木

1982、石井1992、鈴木1995)、一括資料の少ない現状

ては対比を重ねていく必要があろう。

地文に縄文を施す東関東的な土器やここて‘、とりあげ

- 56 

た無文の日辺部が外反する形態だけてなく、堀之内式

の成立には谷井彪氏が検討された朝顔形の器形の深鉢

形土器なども欠かせない要索てあり （谷井1990)、こ

れらを総合して堀之内 1式の成立について考えなけれ

ばならないだろう。それには他地域の土器の対比から

布意な段階認定をする必要があり今後の課題としたい

が、第38図 3~8の出現をもって堀之内 1式初頭と

する考え方もひとつの方法かもしれない。

第1号住居跡出土土器については東北地方との対比

から問題点をいくつか付け加えておきたい。

先にも少しふれたが、綱取式土器との双方向的な影

響関係の中て堀之内 1式や綱取2式に典型的な無文の

口縁部が外反する形態の土器が成立する。こうした観

点から、例えば第38図 3、 4にみる］字状の隆幣は

綱取式的な要素と見えないこともない。しかし、同図

5 ~12のように胴部の隆帯を横位、斜位につなげて

いく文様は現状て‘‘は必ずしも綱取式の組成中に多く見

られる文様とは言えないだろう。

山口雷土遺跡例も同様にJ字状、 もしくはそれの反

転したモチーフなどを中心にX字状、曲線状に隆帯が

複雑に交錯している。なすな原遺跡例もJ字状文とス

ペード状文を縦位に配すモチーフをX字状の隆帯によ

って横位に連結している。

これらの体部主要モチーフと類似する土器として、

平尾遺跡例（安孫子1971)、権現原遺跡例（市川市

1971) がある。平尾遺跡の報告の中て安孫子昭二氏

は平尾 N09遺跡 4号甕棺の体部文様の類例を青森

県に求められている。また、本間宏氏は東北北半の土

器群の綱取式への影響に言及される中て‘ヽ、権現原遺跡

例や平尾 N09遺跡 4号甕棺についても言及され、

「X」字状文との関連を指摘されている（本間1988)。

権現原遺跡例は卵形文をX字状文て‘つなぎ、下端を

弧線文て‘‘つなぐ‘モチーフてあり、平尾 N09遺跡 4

号甕棺は縦位区画の中にJ字状文を配したX字状モチ

ーフを施す上器て‘ある。堀之内式のシンポジウムては

称名寺式の終末とされているが、堀之内 1式初頭の土

器と考える研究者（阿部1987) もいて、見解の分か



れる土器て‘ある。この 2つの土器は綱取式の系統とさ

れることが多いが、これらの母胎となるべき土器群に

ついては不明確な部分も多いのてはなかろうか。また

隆帯とこれに沿った沈線の手法（第38図 3~12、第

39図 3、第40図 1、 2) が後期前葉の広い地域て‘‘行

われることも興味深く、今後の課題としたい。

堀之内式のシンポジウムの時点ては、堀之内1式の

細分について、単独のモチーフの土器から横にモチー

フを連結する土器、やがて集合沈線文の土器へという

変遷観が底流をなしていたとも感じられるが、近年の

諸氏の研究てはモチーフを連結する手法や下端の区画

文などをめぐって称名寺式を捉え直す観点から、後続

する堀之内1式を考察するものも見られ、より問題点

が深められているといえよう。

単位文をつなぐモチーフの出現に関して、谷井彪氏

は愛谷遺跡の土器（市川市立考古博物館1983) につ

いて言及され、 J字状のモチーフをつなぐ斜行文の系

譜を大木10式に求めている（谷井1990)。そして、

「縦位区画線単位文とその間をつなぐ‘斜行線のモチー

フの組合せは、堀之内 I式土器の基本文様構成」て‘‘あ

り、「独立した単位文間をつなぐ‘という怠議の出現と

同時にこの斜行文が様々な変貌をとげ、堀之内式て‘採

用される各種モチーフヘと展開」することを指摘され

ている。独立した単位文をつなぐ‘手法は後期初頭段階

から見られ、各種の土器が出現することになる。

石井寛氏も称名寺式の変遷過程の中に大木10式の

系譜を加えて文様帯下端処理の問題等を考察されてお

り、大局て‘‘は「「関沢類型」から変化した一群、規定

の問題を残す綱取1式、そして大木10式の構成を伝え

る一群が加わりながら堀之内 1式へと推移していく」

とされている（石井1992)。

こうした動向を踏まえながら、次に第1号土堀出土

の堀之内1式について見ていこう。

第38図13の土器は関東地方の中央部から西部にか

けて多くの類例が認められる土器てある。先行する平

尾 N09遺跡 4号甕棺に見るような縦位区画の中に

X字状のモチーフを施す土器の系譜から成立した土器

てあろう。平尾遺跡例はJ字状のモチーフがX字状文

に付加されたが、第38図は縦位沈線が多用されるよ

うになり、前段階の様相を払拭している。

第38図14の土器は胴部が張り、括れ部から外反気

味に立ち上がり、日縁部が「く」の字状に内折する形

態の深鉢形土器て‘‘ある。前段階の様相についてはこれ

まて‘‘にふれてきたが、当例の前段階として北の内遺跡

例（第40図 3) の主文様が考えられる。モチーフを

つなぐ斜沈線や下端の区画文が踏襲されている。主要

モチーフはJ字状文から渦巻状文に変化している。一

筆書きのようにして渦巻状文が施されている点にJ字

状文の施文法が踏襲されているとみられる。

このように第 1号土壊出土土器においては後期初頭

以来のJ字状文が縦位沈線の多用や渦巻状文などに変

化する様相を見ることがてきる。

しかし、文様の基本構成に関わる縦位区画文、下端

区画文、斜線による連結文などは第40図やこれまて‘

にふれてきた土器に見るように前段階には確実に存在

し、連続的とも言えよう。したがって、細部について

は大いに検討すべき問題はあるかと思うが第 1号住居

跡と第 1号土堀出土土器の間にさらに 1段階なりの変

遷を挟むことは難しいようにも考えられる。冒頭て述

べたとおり、当遺跡は比較的短期の小規模な遺跡て‘あ

り、第 1号住居跡の段階から第 1号土堀の段階を経て、

縄文時代の集落が終焉したものと考えられる。

検討することがてきなかったが、称名寺式の論文は

数多く、堀之内 1式の細分についても近年、諸氏によ

って活発に行われている（領塚1992)。また称名寺式、

堀之内式との影響関係が強い綱取式の細分については

馬目順一氏をはじめ（馬日1982他）、近年ては幅島雅

儀氏（福島1989)、本間宏氏（本間1990他）、仲田茂

司氏（仲田1992)の考察がある。

今羽丸山遺跡第 1号住居跡出土土器から第 1号土墟

出土上器への変化をめぐる課題は数多い。当遺跡の土

器を分類するにあたって他地域との比較を通じ、有意

な段階設定をする必要があったが力不足て‘あった。諸

氏による研究の検討を含め、今後の課題としたい。
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2 平安時代

今回の調査て‘‘は、平安時代の1打~国跡が 1 軒検出され、

土師器の甕と坪、須恵器坪が1点、須恵系土師質土器

が 5点（坪 3点、高台付杯が 2点）、砥石が 1点、上

製支脚が 1点出土している。

この内、須恵器については白色針状物質を全く含ま

ず、石英粒と長石と考えられる白色粒子を多く合み、

後述するように南比企窯跡群操業停止後の時期てある

ため、それ以外の窯跡からの供給と考えられる。小破

片てあるため、生産窯の決定、時期の判断は行い難い。

須恵系土師質土器は、須恵器と土師器の中間的な半

還元状態のものが4点て、完全な酸化烙焼成のものは

1点のみてある。これらの法量は口径12.5~15.0cm、

器高4.7~6.0cm、底径4.7~5.6cmてヽ、裔台の高さ

は1cm前後て‘‘ある。須恵系上師質土器の編年的位置

付けについて、水日由紀子氏の編年（水口1991) を

参考にすると、その法鼠と器形から氏のII段階第2小

期に当てられる。また、本遺跡近傍に位置するほぼ同

時期の氷川神杜東遺跡（渡辺•宮崎・山形1993) 出

土資料の宮崎由利江氏による編年ては、 2期の資料ほ

ど体部が浅くなく、 3期の特徴とされるほど法量が均

一てなく、高台もそれほど高くないことから、その 2

~3期の過渡期と考えられる。須恵系土師質土器の絶

対年代ついては、研究者によってかなりの輻がある。

ここてその問題について具体的に言及する用意はな

いため、改めて扱うこととし、本遺跡出土資料を水口、

宮崎両氏の見解によって大まかに位置付けるに留めた

い。水口氏はII段階第 2小期の時期を灰釉陶器の年代

を参考に10世紀半ばから後半代に置く。宮崎氏は、

新久窯跡て‘焼台に使われた国分寺再建瓦や市原市稲荷

台遺跡出土の貞観十七年銘の酸化焔焼成皿から 2期を

9世紀後半から 10世紀前半、 3期の円盤状底部の坪が

10世紀末から 11世紀初頭とされることから、その年

代を11机紀前半とする。この両者の見解から、ここ

てはとりあえず本遺跡出土資料の位置を10世紀とず

るに留めたい。
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土師器甕は全形は不明だが、「コ」の字状日縁の後

に展開する「＜」の字状口縁のものてあり、須恵系土

師質土器の編年的な位置付けと刷顛はない。内面黒色

処理された坪については、この個体のみての位置付け

は、筆者の現在の力量て‘‘は行い難く、後日を期したい。

本遺跡における須恵器、須恵系土師質土器の様相と

ほば同様の様相は、前述したように、遺跡近傍て‘‘は氷

} I|神社東遺跡て‘認められる。水川神社東遺跡の該期の

土器について宮崎由利江氏は、焼成土坑が検出されて

いる御蔵山中遺跡（宮崎・山形・山日・渡辺1989)、

東北原遺跡（山日1991・宮崎・山形・徊森1993)か

ら供給されたとしている。本遺跡はこの東北原遺跡の

至近に位置するため、同遺跡からの供給が考えられる。

また、灯能泥炭層遺跡（埼玉県教育委員会1984) か

らも同様の須恵系土師質土器が出土しており、やはり

両遺跡からの供給が考えられる。上述の遺跡群におけ

る生産→供給関係は、当時の供膳器の生産・流通の一

端を示すものてある。

同様の様相は狭山市森坂（書上1996)→坂東山・

坂東山西（鈴木1996)遺跡て｀も認められる。該期の

供膳器を中心とする土器の生産・流通関係は、これら

の小地域内における類例の集積と内部における土器群

の検討、地域間相互の検討比較により明らかになると

考えられる。

また、この間題を考える上ては、やはり須恵器窯の

解体を視野に入れない訳にはいかない。高橋一夫氏

（高橋1991)や渡辺ー氏（渡辺1995)は、 これらの本

米窯業が発達していなかった地域における須恵系土師

質土器の盛行する要因として、律令制度を後ろ盾とし

てきた須恵器工人集団の解体と生産体制の崩壊をあげ

る。須恵系土師質上器は脈々と続いて米た律令体制下

の焼物て｀ある須恵器の残滓なのて‘ある。

このような大きな時代背景を踏まえ、先の検討を重

ねた上て‘ヽ、本遺跡出土資料を再度位置付けることにし

たし ‘o
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遺跡近景遺構確認時

遺跡近 景 完 揺 時
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先土器時代 出土石器第12図

先土器時代 出土石器第13図

図版 3



第 1 号住居跡

第 1号住居跡炉跡 遺物出土状況
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第 2号住居跡

第 1号土壊確認時 第 1号土凛の調査

第 1号土塙遺物出土状況 第 1号土壊完掘
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第 2 号•第 3 号土墳 第 4号土墳

第 5号土壕 第 7号土墳

第 8号土墳 第 9号土墳

第10号土墳 第11号土墳
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第 1 号住居跡出土土器 第161‘又I.第17図
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第 2号住居跡出土土器第19図 第 1 号土墳出土土器第211:x1

第 2号～第 5号土壊出土土器 第22図•第23図
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第 7号・第 8号土壇出土土器 第23図

第 2号土墳出土土器第22図 第 2号土士廣出土土器 第22図

第 7号土壊出土土器 第24図 第 7号土墳出土土器第24図
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遺構外出土遺物 第25図•第26図
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遺構外出土遺物 第27図•第28図
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遺構外出土遺物 第29図～第31図
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図版 13

第 1 号住居跡出土土器

第 1号土墳出土土器

第 1号土墳出土土器

縄文土器展開写真（撮影・小川忠博氏）



第 3号住居跡完振状況

第 3号住居跡遺物出土状況
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第3号住居跡出土土器第33図
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第 4号住居跡検出状況

第 4号住居跡カマド検出状況
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第 4号住居跡出土遺物 第35図
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第 1号～第 3号溝 第 1号溝

第 2号溝 第 1 号•第 3 号溝

第 3号溝（南から） 第 3号費（北から）
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